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王子様、お戯れを！
～激甘王子が花屋の娘にプロポーズしたら～
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「いらっしゃいませ！」

　城下町の外れに位置する小さな花屋には、今日も店主コルネリアの元気な声が響き渡る。

「こんにちは。まぁ、今日もたくさん咲いているわね。どの花がいいかしら？」

　常連の貴婦人は店に並ぶ花たちに目移りしているようだ。

　コルネリアは今朝庭から持ってきたコスモスを一輪手に取り、彼女に差し出した。淡いピンクの多いコスモスだが、今日はオレンジが混ざったような色の花が咲いて、おすすめしたいと思っていたのだ。

「コスモスはいかがですか？　今日は可愛らしい色のものが咲いていたんですよ。季節感を出したいなら、ダリアやリンドウもあります」

「あら可愛い。じゃあこのコスモスにするわ」

「ありがとうございます。今、包みますね」

　なるべく多くの色を混ぜつつ、自然な色合いになるようにコスモスを選び、カスミソウを添えてブーケを作った。

「そのドライフラワーのリースも素敵ね。ひとついただこうかしら」

「あっ、ありがとうございます！　昨日完成したばかりなんですよ」

「ふふ。コルネリアは本当にセンスがあって器用ね。クリスティンより上手……なんて言ったら、怒られるかしら？」

「今頃、空の上で拗ねているかもしれないです」

　コルネリアがそう言うと、婦人はくすくすと笑う。

　クリスティンとはコルネリアの母親のことだ。

　コルネリアは二年程前に馬車の事故で両親を亡くした。つい先日まで親戚の家に世話になっていたのだが、成人を機に両親が大切にしていた場所へ戻ってきたのだ。

　彼女の両親が事故で亡くなったことは、みんなが知っている。常連客たちは皆、両親の葬式にも参列してくれた。

　コルネリアが親戚の家へ行くと決まったときも、店と庭の管理を引き受けてくれたし、彼女がこの地に戻ってきたことを喜んでいる。実際、店を再開させてからの客はほとんどが以前と同じだ。

　とはいえ、店の経営自体は両親の生前とまったく同じとはいかない。

　庭の手入れに店番、たまに花の仕入れ――すべてコルネリア一人でやっているので、品揃えは以前より減ったし、配達などもできずにいる。

　それでも彼らの遺した花屋を続けられることは、コルネリアにとって何よりも幸せなことだった。

　常連客と両親の話ができることも、寂しさを紛らわせてくれる。

「ありがとう。また明日来るわね」

「はい。お待ちしています」

　コスモスの花束とドライフラワーを抱えて笑顔で店を出ていく婦人を見送って、コルネリアは花が並ぶ棚の前に移動した。

「さて……今日の分を選ぼうかな」

　店に客がいないときは、ドライフラワーを作ることが多い。

　コルネリアは飾ってある花の中からドライフラワー用の花を選び、麻紐で縛ったそれを壁に吊していった。

　水抜きの終わった花は丁寧に取り外し、花束にしたりリースに飾り付けたりと作業を続けていく。

　コルネリアはこの作業が好きだった。母のクリスティンに教えてもらったドライフラワー作りに没頭していると、温かい気持ちになる。

　不器用な母をコルネリアが助ける様子を、父はいつも優しく見守っていた。今も、ドライフラワーを作っていると、二人がコルネリアのそばに来てくれる気がするのだ。

　彼女がそうして作業に夢中になっていると、カタンと微かな音が響く。店の扉が開いて、客が入ってきたようだ。

「こんにちは」

　コルネリアが顔を上げると、長身ですらりとした爽やかな青年がゆっくりと歩いてくる。町外れの小さな花屋を訪れるには不似合いな正装――紺色の詰襟には、黄金の糸でウェルバーグ王国の国鳥が刺繍されている。

「ルーラント様……！　こんにちは」

　コルネリアは慌ててお辞儀をした。

　彼は、ルーラント・フォン・ウェルバーグ――ここウェルバーグ王国の王子だ。

「今日もお仕事帰りですか？」

「うん。ベシュレール王国との外交会議があってね」

　ルーラントはにっこりと笑みを浮かべると、赤いバラの花を一輪手に取ってコルネリアのもとへ歩み寄った。

「今日はこれを」

　銅貨をカウンターに置き、王子がコルネリアにバラを差し出す。彼女は眉を下げて困り顔になった。

　ルーラントはほぼ毎日この花屋にやってくる。国内外での公務に奔走し忙しいはずなのに、その帰りに必ずここへ立ち寄るし、休日にも忍んで訪れていた。

　そして必ず店の花を買い、コルネリアにプレゼントする。

「赤いバラの花言葉は熱烈な恋や愛情、一本だと一目惚れという意味もある。まさに僕の気持ちにぴったりだ」

　穏やかな笑みを浮かべ、ルーラントはカウンターに肘をついた。目を細め、コルネリアを愛おしそうに見つめる。

「ルーラント様……」

　隠す素振りなどまったくない。

　ルーラントは直球でコルネリアに愛を囁く。彼女が返事に困る様子さえ楽しんでいるような表情、しかし、からかっているわけではないらしい。

　最初は王子の気まぐれか、社交辞令かと思ったが、一国の王子が冗談で町外れの花屋に通い詰めるほど暇だとは考えにくい。

「受け取ってくれる？」

「受け取らなくても、置いていくではありませんか」

　頬杖をついて首を傾げるルーラントから、コルネリアはわずかに視線を外し答える。

　真っすぐに見つめられるとそわそわしてしまう。

　庶民の自分が国の王子と結ばれることなどあるはずがないのに、彼の瞳を見るとキラキラ輝いているように思えて、夢見がちな自分を自覚する。

「そうだね。これは僕が買ったものだから、どうするかは僕が決められる。たとえ表面上は受け取ってくれなくても、貴女なら大切にしてくれると知っているしね」

　そう言いながら、コルネリアの後ろにある机に置かれた花瓶を指さす王子。彼が置いていった花を生けているからだ。

　ルーラントの指摘に、コルネリアは思わず俯いた。頬が熱く火照っているのを悟られないように……

「お、王族の方からの贈り物を捨てるなんて滅相もございません。それに、花屋の主人としても花を大切にするのは当たり前です」

「コルネリア」

「は、はい……っ」

　名を呼ばれて、思わず顔を上げてしまう。途端、真剣な王子の表情が視界に入り、心臓が大きく音を立てた。

　ルーラントはコルネリアと目が合うと、柔らかく微笑み、彼女に手を伸ばした。端正な顔立ちに甘い笑顔はとてもよく似合う。

　王子に引き寄せられて、カウンターの上で手をそっと握られる。さらにもう片手が熱くなった頬に添えられて、コルネリアの心臓は壊れてしまいそうなくらい高鳴った。

「僕は君を王宮に迎え入れたいと思っている」

「お、お戯れを……」

「冗談ではないと、もうわかっているでしょう？」

　コルネリアが思わず首を横に振ると、ルーラントの手に力が入る。

　まるで、離さないとでも言われているかのようだ。

「僕は君のことが好きだ」

「……っ、本当にそう思っていただいているのなら、なおさら……私のような庶民が妃になんてなれません」

「身分のことは心配しないで。僕が親しくしている伯爵夫妻が養子を探している。彼らに協力してもらえば、爵位が手に入る。僕は君の気持ちが聞きたい。僕のことをどう思っている？」

　そう言われ、コルネリアは口を引き結んで黙り込んだ。

　ルーラントも彼女の答えを待っているのか、何も言わない。

　やや長い沈黙の後、ルーラントはフッと笑ってコルネリアから手を離した。

「……困らせてごめんね。迷惑ならば、断ってくれてかまわない。僕が王子だからといって遠慮はしないで」

　そうしてゆっくりと出入り口へ向かい、扉のところで立ち止まって振り返る。

「でも、真剣に考えてほしい。僕は本気だから」

　そう言って店を出ていくルーラントの背をコルネリアは見つめた。

　自分がはっきりと断れないせいで、彼が花屋に通い続けているのは理解している。だが、国の王子が本気で自分に想いを寄せているなど現実味がまったくない。

　ルーラントは本当にコルネリアと結婚するつもりなのだろうか。

　こんなふうに王子から求婚される毎日など、彼が初めてこの花屋を訪れたあの日には、想像すらしていなかった――。




　約一ヶ月前――それは、コルネリアが実家の花屋に戻った日のことだった。

　ようやく帰ってきた家の中はやや埃っぽく、湿っぽい。

　定期的に訪れ、掃除や庭の手入れはしていたものの、人が住まなくなった家に生活感は皆無だ。それでも、以前のままの内装や家の匂いに懐かしさを感じ、胸がじんとする。

（変わっていないな……）

　近所の人々に愛されている町外れの小さな花屋。コルネリアにとっては、両親との思い出そのものだ。手放すことは考えられなかった。

　コルネリアが空気を入れ替えようとすべての窓を開け放つと、ふわりと新しい風が舞い込む。

　彼女の再出発を後押しするかのような澄んだ空気に、思わず頬が緩んだ。

（庭も見にいかないと）

　ある程度換気ができるまで家の庭の様子でも見ようと考え、コルネリアは裏口へ向かった。外へ出ると、すぐに背の高い向日葵が目に入る。

「大きな花が咲いたね。良かった……」

　コルネリアは安心して笑みを浮かべた。

　この二年間、手入れに帰ってこられる頻度は多くなく、花を咲かせなかった種類もいくつかある。

　水やりは近所の常連さんが手伝ってくれたため、庭自体はそれなりに維持することができたが、これから花屋を再開するにあたって、もっと育てる種類を増やさなければならないだろう。

「これから頑張らないとね」

「誰か――」

　コルネリアが気合を入れたのと同時に、後ろから男性の声がして、彼女は驚いて振り返った。

　庭の柵に手をかけてこちらを見ている青年。

　長身ですらりとした彼は、紺色の詰襟を着ている。この町では見かけない顔だし、新しい住人や旅人にしては身なりが良すぎる。

　貴族が住む高級住宅街はもっと城下町に近い場所にある。そもそも、高貴な人がこんな辺鄙な町の小さな花屋を訪れる理由がない。

「あ、あの……どちらさまでしょうか？」

　しばらく見つめ合ったままだったが、コルネリアがおずおずと口を開いた。

　すると、青年はハッとして姿勢を正す。

「……あ、驚かせてごめんね。僕はルーラント・フォン・ウェルバーグ」

　名乗りつつ自分の胸ポケットを指す彼の指先を視線で追い、コルネリアは驚いて目を見開いた。

　そこに施されていた金色の刺繍がウェルバーグ王国の国鳥だったからだ。

「え……ル、ルーラント様？」

　その名前と服装から、ウェルバーグ王国の第一王子で間違いないだろう。

　こんな町外れに王子が訪れること自体が驚きなのに、まさか自分の花屋に現れるとは……

「ほ、本物、ですか？」

　思わず問いつつ、まじまじと彼を観察してしまう。

　半信半疑といった様子のコルネリアに、ルーラントはくすくすと笑った。

「本物だよ。貴女の名前を聞いてもいいかな？」

「あ！　わ、私は、コルネリアと言います。ここの花屋の店主です」

　王子に先に名乗らせてしまい、コルネリアは慌てて頭を下げた。さらに自分の名前を聞かれるまで呆然としていたなど、なんて失態だ。

「花屋？」

「はい。今日帰ってきたばかりなので、まだ店は開けていなくて」

「そうか。隣国への公務の際に通るとき、庭の花を眺めるのが楽しみだったんだ。誰かが手入れをしているとは思っていたけれど……貴女だったんだね」

「は、はい。以前はたまにしか帰ってこられませんでしたが、水やりは常連のご近所さんが手伝ってくれました」

　花屋からは少し離れているが、この近辺には馬車が行き来できる大きな道が通っている。

　そんな場所から王子が庭を見つけていたことに、さらに驚いた。

「この向日葵も、とても綺麗に咲いているね。ここには一人で？」

　ルーラントが首を傾げつつ、家のほうを見やる。

　コルネリアは成人したばかりだ。小柄なことも相まって、店を一人で切り盛りする年齢には見えないのかもしれない。

「両親は二人とも馬車の事故で亡くなってしまいました。それで、私は親戚の家で世話になっていたんです。先日成人したので戻ってくることができました」

　コルネリアが説明を付け加えると、ルーラントはバツの悪い表情になった。

「そうだったんだ。ごめんね。つらいことを思い出させた」

「いえ！　もう二年が経ちますから大丈夫です。ここへ戻ってこられたので、今は悲しいというよりも嬉しい……というか、安堵の気持ちのほうが強いんです」

　両親を亡くした悲しみも、時を経て少しずつ癒えてきた。それに、コルネリアにはこの花屋と庭がある。

　彼らが遺してくれた場所――両親との思い出の詰まった場所だ。

　これから一人で生活していくことに不安もあるけれど、ここでもう一度暮らせることは、素直に嬉しかった。

「そうか」

　ルーラントが柔らかな笑みを浮かべ、目を細める。

　その優しい笑顔に、コルネリアの胸が大きく音を立てた。

「ルーラント様。そろそろ……」

　そこへ、御者らしき中年の男性が近づいてきて王子に声をかける。ルーラントは彼を振り返り、頷いてから再びコルネリアに向き直った。

「……コルネリア。貴女はとても強い人だね。でも、無理はしないで……」

「ありがとうございます」

　ルーラントの気遣いに頭を下げる。

「また寄るよ。今度は花を買いに……それと、貴女の笑顔を見に。それじゃあ、またね」

　ひらりと優雅に手を振って馬車を止めているだろう大通りのほうへ歩いていく王子。

「あ……さようなら」

　そんなルーラントの背を見送りながら、コルネリアは自分の胸に手を当てた。

　本物の王子様とこんなに近くで話すことなど、これが最初で最後だろう。ルーラントはまた来るとは言ってくれたが、別れの際の常套句だ。

「素敵な方だったな」

　ポツリと呟いて、コルネリアは空を見上げた。

　王子に花を褒めてもらえたことは、これから両親の店を継ごうという彼女にとって自信になる。

「私、頑張るからね！」

　雲一つない空に向かって手を広げ、コルネリアは天国の両親に届くよう大きく叫んだ――。




　そして、「また来る」という言葉通り、ルーラントは花屋に通っている。いつからか、コルネリアに愛を囁くようにもなった。

　王子の両親――現国王と王妃――が恋愛結婚だったというのは、有名な話だ。王妃は貴族ではあったが、男爵家の出身で、当時は少し揉めたらしい。

　それでも、国王の熱心な説得で結婚に至り、今では仲睦まじい夫婦として国民の憧れでもある。

　そんな二人に育てられたルーラントが、身分差を気にしないのは当然のことなのかもしれない。自分の両親のような恋愛結婚に憧れることも。

　だが……コルネリアは貴族ですらない。ただの庶民だ。

（こんな、夢みたいなこと……）

　閉まった扉を見てようやく息を吐き出すと、コルネリアは王子に握られた手を胸に抱えるようにしてカウンターの後ろの花瓶に視線をやった。

　透明なガラスにうっすらと自分の姿が映る。

　土で汚れた古い洋服と、同じように汚れの落ち切らないエプロン。亜麻色の髪は適当にまとめただけで、女性らしさなどないに等しい。

　装いを抜きにしても、彼女の容姿はごくごく一般的で誰かを魅了できるほどのものではなかった。

　垂れ目の童顔で、おっとりした印象は拭えない。引っ込み思案な性格もあって、幼い頃はよくのろまだとからかわれたものだ。

　花屋の手伝いを始めてからは人見知りも改善されたが、外見はほとんど変わらない。

　身長も大して伸びなかったし、痩せ気味でスリムというよりみすぼらしいという言葉のほうが似合う。

　そんな自分に、一国の王子が一目惚れだなどとにわかには信じられない。

　彼の周りには、知識も教養もある素敵な女性がたくさんいるはずなのだから。

（でも……）

　コルネリアはルーラントが置いていったバラの花をそっと持ち上げる。

『僕は本気だから』

　彼の気持ちを否定できないでいる。わざわざコルネリアに会う時間を作ってくれる王子の行動に嘘があるとは思えない。

　コルネリアは間違いなく彼に惹かれている。容姿端麗で優しいルーラント。毎日会いに来てくれる誠実さも持ち合わせた完璧な男性ひと。

　身分差という体裁上の理由でしか、彼と距離を取る方法がない。

　ルーラントは大した問題ではないと言うが、周囲の目もあるだろうし、庶民のコルネリアが王子である彼を支えられるとも思えない。

　王子に口説かれてときめく自分と現実的なことを考える自分が、天秤に乗ってぐらぐら揺れている。

　こんなこと、誰にも相談できない。

　王子に求婚されているなどと、誰が信じてくれるというのか。

（お父さん、お母さん……）

　彼らがもし生きていたら、何と言っただろう。

　自分自身で考えなければいけないのに……今日もどっちつかずの自分にはほとほと呆れてしまう。

　真剣なルーラントへの断り方も、自分が本当に彼を拒みたいのかもわからないまま。

（どうしたらいいの？）

　その問いに答えてくれる人はいないのだ。




　その頃、ルーラントは馬車に揺られつつ、自分の右手を見つめていた。

　彼女に触れた手のひらは熱を持ち、ルーラントの胸を締め付ける。

　初めてコルネリアに会ったのは、一ヶ月ほど前のこと。今日と同じようにベシュレール王国からの帰りだった。

　隣国からの公務の帰り道はいつもと同じ。国境を越えてからしばらくは何もない土地が続き、そのうち家畜が飼われている放牧地となり、ちらほらと家畜小屋や住宅が見え始める。

　さらに進むと一般民家が増えてくるが、馬車が通るような大通りからは外れているため、少し距離がある。

　そんな道中、ルーラントが唯一楽しみにしているのは、城下町に一番近い小さな町にある一軒の家――正確には、その家の庭だった。

　いつ通っても玄関や窓は締め切られていて、誰かが住んでいる気配のない家なのだが、庭だけは季節折々の花が咲き誇る色鮮やかな場所だ。

　小さな民家に興味を持つ王子というのは、珍しいのかもしれない。だが、煌びやかな建物や周囲に自慢するために造り込まれた庭園よりも、素朴で自然な庭のほうがルーラントの心を動かした。

　難しい外交の公務ですり減った心に、色とりどりの花が癒やしをくれる。

　あの日――コルネリアと出会った日のルーラントは、いつも以上に疲弊していた。というのも、ベシュレール王国に不穏な動きがあると確信した日だったから。

　軍事工場が必要以上に稼働しているという情報は、かの国自身が肯定したと言ってもいい。

　年頃の王子王女がいるのはずっと公の事実だったのに、ここに来て急に王女との縁談をチラつかせ始めたからだ。

　政略結婚の目的がウェルバーグ王国との関係を強化することであるのは明白。そうなると、彼らの狙いが、ウェルバーグ王国の豊富な鉱山資源であると考えるのが自然であり、その使用目的といえば……

（どうしたものかな……）

　できるだけ穏便に解決したいけれど、何の理由もなく、相手側の面目を傷つけずに縁談を断るというのもなかなか難しい。

　かと言って、「貴国の軍事強化に協力はできない」などと直接的に言えば、こちらが一方的に疑いをかけていると噛みつかれる可能性もある。

　相手に提示できる確固たる証拠を掴むため、密偵を送り込んではいる。だが、友好条約を結んでいる手前、派手なことはできず、なかなか成果は得られていなかった。

　様々な方法を頭の中でシミュレーションしてみるが、現段階では下手に行動できない。

　なんとか話を引き延ばし、解決の糸口を探るしかなさそうだ。

（しばらく様子見か……）

　窓の外を流れる景色から、もうすぐ例の庭にさしかかりそうなことに気づき、、ルーラントは自然と背筋を伸ばしていた。

　見えるのは、背が高く遠くからでもわかる黄色い大きな花――夏を彩るのにぴったりな向日葵だ。見ているだけでエネルギーを分けてもらえる気がする。

（今日も綺麗に咲いている）

　誰かが手入れしているのは明らかだけれど、ルーラントが本人に出くわしたことはない。

　小さな町というのはどこも高齢化の進む場所だ。若者は働き口を求めて城下町に移り住んでしまう。

　きっと、老齢の親は子供たちと一緒に住んでいるに違いない。たまに、手入れに帰ってくるのだろう。

　ルーラントはそんなふうに考えていた。

　しかし――

「止めてくれ」

　思わず御者に声をかけたのは、いつもは花だけの庭に小さな影が動いた気がしたから。

　馬車を降りると、向日葵が揺れているのがわかる。風に揺れるのとは違う動きだ。動物か、それとも庭の花を盗もうとしている輩でもいるのだろうか。

　ルーラントは警戒しつつ庭に近づいた。

　町外れの小さな花畑――それも私有地のことなど、一国の王子には関係ない。それでも、自分の癒やしである庭を荒らされるのは我慢ならなかったのだ。

　自分の安らぎのひとときを奪われたくない。

　特にそのときは、これから始まる隣国との腹の探り合いに悩んでいたから……

「誰か――」

　盗人ならば捕まえるつもりでいた。だが、庭を囲う柵の前まで来たとき、ルーラントは息を呑む。

　そこにいたのは、一人の小柄な少女だった。背の高い向日葵に囲まれて、より小さく見える。

　亜麻色の髪を一つにまとめ、白い肌に土汚れをつけ、身なりもけして良いとは言えない。

　しかし、それよりも目を引いたのは、声をかける瞬間にほんのわずかに見えた向日葵を見上げる柔らかな表情だった。

（綺麗だ……）

　ほう、とため息が漏れる。

　しかし、寂しげにも見えたその笑顔は、ルーラントに気づいてすぐに驚きの色に変わってしまった。

　名前を聞かれて慌てたり、両親を亡くしたと少し寂しそうにしたり、花屋を再開できることを喜んだり……ころころと変わる表情が可愛らしい。

　それは、ルーラントの周囲にいる貴族令嬢たちとは違う自然な感情表現だった。

　次の日、本当に店を訪れたルーラントに驚いた表情も、そして「貴女の笑顔を見にきた」と伝えたときのはにかんだ笑顔も……

　心を鷲掴みにされるということを初めて体験した気がした。

「また来ると言ったでしょう？」

「それは……そう、ですけれど……ルーラント様のようなお忙しい方が、こんな小さな花屋に来られるなんて思いません。それに、昨日の今日で……まだお店の準備もできていないですし」

　昨日の別れのときの言葉を社交辞令だと思っていたのだろう。会ったばかりなので当たり前だが、信用がないことに思わず落胆したものだ。

　同時に、本当にルーラントが現れて虚を突かれたコルネリアに、強く自分の存在を印象付けられたことを喜んだ。

　昨日感じた高揚感は思い違いではない。

　ルーラントは恋に落ちたのだ。

「お店がやっていなくても来るよ。言ったでしょう？　貴女の笑顔を見たいんだ。僕は貴女に一目惚れしたみたいだ」

「へ……」

　ぽかんと口を開け、コルネリアが固まる。

　王子に言われた言葉を理解するのに時間がかかっているようだ。ルーラントは彼女の表情を見つめつつ、その心の動きを追った。

　呆気にとられた表情、やや眉を顰めたかと思ったら頬を染め、目を泳がせる。それから深呼吸をしてフッと力を抜くと、困ったように笑った。

「ルーラント様は楽しい方ですね。そんなふうに冗談をおっしゃるなんて」

「冗談ではないよ。貴女のことを知りたいと思ったから、またここを訪れた。これからも、そうしたいと思っている」

「ふふ。ありがとうございます。ルーラント様が私たちの花を気に入ってくださったのは光栄ですが、王族の方がお忙しいのは知っていますから、無理はなさらないでくださいね」

　やや動揺しつつも、ルーラントの言葉をかわそうとするコルネリア。彼女へのアプローチには地道な努力が必要だとすぐに理解した。

　あの日から、ルーラントはできる限り時間を作って花屋を訪れている。そのおかげか、コルネリアの中でも〝王子の社交辞令〟という印象は消えてきたようだ。

　はにかんだ笑顔でかわされていた告白も、最近は困り顔になって答えに詰まっている。つまり、コルネリアはルーラントの気持ちを真剣に受け取り始めたということだ。

（ここからが難しいところでもあるね）

　彼女の気持ちが揺れ動くのを嬉しいと思うのと同時に、歯痒くもある。枷になっているのが身分だということは理解しているが、体裁はどうにでも繕えるものだ。

　コルネリアが自分との壁を感じないよう、できるだけ柔らかな態度を心がけてもいる。自然と彼女の本心を引き出したいとは思っているが……

　ルーラントは懇意にしている老夫婦を思い浮かべ、右手を握った。

「バルシュミーデ伯爵の屋敷に寄ってくれ」

　御者に声をかけると、外からすぐに「承知しました」と返事が聞こえた。





＊　＊　＊






　数日後。

「やぁ、コルネリア」

「ルーラント様。こんにちは」

　いつものようにルーラントがコルネリアの店を訪れる。

　夕方の閉店間近は客が少なく、ルーラントはその時間帯を選んで来ているらしかった。小さな町とは言え、さすがに王子が何度も花屋に訪れると噂になってしまうからだろう。

　目立つことを避けるためか、ベシュレール王国への公務の帰り以外で彼が正装で訪れることはない。高級そうなのは変わらないが、庶民がよく着るようなラフな格好である。

　貴族の間で流行りの庶民派コーディネートだそうだ。庶民が彼らの煌びやかな生活に憧れるように、彼らも質素な生活に興味があるのかもしれない。

「今日はすべての公務が終わったから、これを持ってきた。店を閉めたら一緒に食べよう」

　カウンターに置かれた箱は高級そうな紙とリボンで包まれている。

　おそらく、城下町で人気の菓子だろう。

　ルーラントはたまにこうして差し入れを持ってくる。夜の公務がないからと、コルネリアと茶をしながらいつもより長い時間を過ごすのだ。

　コルネリアが翌日の心配をすると、「貴女と一緒にいられないほうが仕事に影響が出る」など、さらりと返されてしまう。

「ルーラント様……以前からお伝えしている通り、うちには王子様をおもてなしする用意がありません」

　食器は端が欠けているものが大半だし、高級な茶葉や茶菓子もない。そもそも、こんな庶民の家に王族を招くなど失礼だ。

「僕は招待されたわけじゃない。押しかけているだけだ。菓子はここにある。貴女が気にするから、二回目以降茶葉も持参している。お茶は今日もハインツに淹れさせるよ。貴女が僕をもてなす必要はない。コルネリア、貴女は王子のわがままを聞いてくれる優しい花屋の店主。それだけだ」

　毎回似たようなやりとりをする。初めてのときに断れなかったのがいけなかったと思うが、今さら時は戻せない。

　ルーラントに爽やかな笑顔で返され、コルネリアは助けを求めて彼の後ろに控える人物を見た。

「コルネリア様。度々申し訳ございませんが、ほんの少しでいいのです。ルーラント様のためにお時間をいただけませんでしょうか」

　ルーラントと似た装いの側近――ハインツが頭を下げる。

　彼は王子の執務補佐の仕事をしているはずだが、茶会の用意や馬車を操ることもできる有能な人だ。

　ハインツならば、ルーラント王子を止めることもできるかと思ったのだが、コルネリアの当ては外れたらしい。

「お花を買いにきていただけるならともかく、個人的に訪ねられては……」

「でも、僕はコルネリアと少しでも長く過ごしたい。個人的にね」

　これも、いつもと同じ会話。

「それに、今日はお願いがあってきたんだ」

「お願い……ですか？」

　ルーラントがコルネリアのような庶民に願うことなど想像ができない。王子が望んでもできないことなどないだろうに。

「そう。お願い。とても大切なことだ。話だけでも聞いてもらえないかな？」

　だが、ルーラントの笑顔が微かに曇るのを見て、コルネリアは言葉に詰まる。

　ハインツに視線を移すと、彼は再び頭を下げた。大切な話というのは本当のようだ。

「……わかりました。今日だけです。最後にしてくださいね」

「ありがとう」

　コルネリアは諦めのため息をついて、店じまいを始めた。

「でも、最後の約束はできないな。貴女を諦めるつもりはないからね」

「もう……本当に冗談ばかりなんですから」

　店先に出している花を片付けつつそう言うと、ルーラントはくすくすと笑った。余裕たっぷりな様子に、コルネリアの迷いを見透かされている気がして俯く。

　ルーラントとハインツが手伝ってくれると、店じまいはすぐに終わった。

　コルネリアは彼らを家のリビングへ招き入れ、ダイニングテーブルへと促す。それからキッチンに入ろうとすると、ハインツに止められた。

「コルネリア様、お座りになってください。準備は私がいたします。キッチンをお借りすることだけお許しくださいませ」

「で、でも……」

　いくら有能だからといって、王子の側近に茶の用意をさせるわけにはいかない。コルネリアは食い下がろうとするが、ハインツは首を横に振った。

「ルーラント様のお話を聞いて差し上げてください。大変重要なお話でございます」

「話は聞きますけど……そんなに大切なことなのですか？　どうして私なんかに？」

「貴女にしかできないことだからです」

　そう言われ、彼の視線を追うと、ダイニングテーブルについたルーラントと目が合った。

　にっこりと笑みを浮かべ手招きされ、コルネリアは困惑気味にハインツを振り返る。彼は静かに頷いて、持参した菓子と茶葉を持ってキッチンに入っていってしまった。

　コルネリアはここでも諦めて、ルーラントのもとへ向かう。

　王子が座るのは、四つ目の椅子――両親とコルネリアの定位置とは別の場所だ。

　小さなダイニングテーブルには、両親が向かい合い、コルネリアが母の右側に座っていた。コルネリアの向かいに座るため、自然とルーラントの位置がそうなったというわけだ。

　もし両親が健在で、コルネリアの恋人と食事をすることがあったなら、こんな感じだったのだろうか。

「どうしたの？　コルネリア」

「えっ、あ、何でも……」

　そんなことを考えていたら、じっとルーラントを見つめていたらしい。

　心配そうに声をかけられ、コルネリアは慌てて首を横に振り、椅子を引いた。

　自分はなんということを考えていたのだろう。

　ルーラントの想いを受け止められないくせに、恋人として過ごすひとときを想像するなんて。

「そう？　何か困ったことがあったら僕に言ってね。と言っても、店は順調そうだ……悩みの種は、もっぱら僕からの求婚ってところかな」

「ルーラント様、わかって聞いていますよね」

　ムッとして口を窄めると、ルーラントはくすくすと笑う。

「そうだね。コルネリアが困っているのは知っている。こうして僕を家に入れてくれるくらいには、心を許してくれていることも」

「それは……っ」

　茶色の瞳が真っすぐ自分に向けられていて、その眼差しに耐えられず、顔を背ける。

「私だけ特別扱いだと角が立ちます。ルーラント様のお立場が……」

「特別扱いして何が悪いの？」

　できるだけ丁重に断ろうと思ったのだが、ルーラントの低い声がそれを遮る。

「僕はコルネリアが好きだ。つまり、貴女は僕の特別だということだよ」

「ルーラント様は私が両親を亡くしているから、同情されているのでしょう。私のような庶民のことまで気にかけてくださるのはありがたいです。でも、それは、恋や愛とは違います」

「両親を亡くした娘への同情だけなら、お金を積めば僕の自尊心は満たされる」

「そういうことでは――っ」

　思わず顔を上げると、思いのほか真剣な表情が目に入って、コルネリアは言葉に詰まってしまった。

　真っすぐ自分に向けられる視線――それが同情だなどと口にしたことを後悔する。

　そうではないと知っているはずなのに、王子の求婚に浮かれまいとするあまり、彼を傷つける発言をした。

　コルネリアの言葉は、彼女に会いにくるルーラントの想いをないがしろにしたようなものだ。

「ごめん、なさい……」

「どうして謝るの？」

「……っ」

　その問いには、答えられなかった。

　ルーラントが真剣なことを知っているから――そう言ってしまったら、コルネリアの気持ちはどんどん彼に傾いてしまう気がする。

　身分差という唯一の逃げ道を、なんとか照らしている理性が保てそうにない。

　コルネリアは次の言葉が見つからず、黙り込んだままでいた。ルーラントも何も言わず、沈黙が続く。

　そんな中、ハインツが紅茶と菓子を持ってきて、食器がぶつかる微かな音が妙に大きく聞こえた。

　ルーラントは自分を落ち着かせるように大きく息を吐き、紅茶を一口啜る。それから顔を上げると、真っすぐコルネリアを見据えた。

「コルネリア。僕と婚約してほしい」

　一際固い声。緊張しているのだろうか。

　コルネリアは大きく目を見開いて答えられずにいた。

　ルーラントの告白は、もはや毎日聞いていて珍しくはない。けれど、今の一言は確実に重みが違った。

　彼の声色も表情も、いつも以上に真剣で怖いくらいだ。

「今日改めて申し込むのには、理由がある。本当は、もっとゆっくり君の気持ちを待ちたかったのだけれど、そうも言っていられなくなったんだ」

「どういうことですか？」

　コルネリアが問うと、王子は一度深く頷いて切り出した。

「実は、ベシュレール王国から縁談を持ちかけられている。相手はレイラ王女だ」

　隣国の王女との結婚――王子のルーラントの相手にこれ以上ないくらいふさわしい。

　ズキリと痛んだ胸に、無意識に手を当ててコルネリアは俯いた。

　わかりきっていたことなのに、何を傷ついているのか。そもそも、コルネリアは彼の気持ちを受け止めてすらいない。

　それなのにショックを受けるなど勝手すぎる。

「でも、僕は好きな人と結婚したい。コルネリア。君のことだ」

　またコルネリアの胸が締め付けられた。

　傷ついたかと思えば、好きだと言われてときめいて……それでも彼を受け入れようとしない自分。

　どうしたらいいのかわからなくて、泣きそうになる。

「そんな……レイラ王女と私、どちらがルーラント様にふさわしいかなんて火を見るより明らかではありませんか」

　弾む鼓動を無視して、なんとか声を絞り出した。すると、ルーラントは「そうだね」と言う。

　胸が再び痛み、彼女は自嘲気味に笑った。

　彼の言葉に一喜一憂して、一体何をしているのだろう。浅はかな自分を痛感するばかりで、コルネリアは膝の上で拳を握った。

「僕にふさわしいのはコルネリアだ」

　喜んではダメ。

　胸の奥に生まれる期待を振り払うように、コルネリアは首を振る。

「……っ、何を、おっしゃって……」

「条件は僕の好きな人。それ以外に何があるっていうの？」

「あります……！　ルーラント様はウェルバーグ王国の王子様で、国のために――」

「国のために僕の気持ちは捨てなければいけない？」

　寂しそうな笑顔を向けられて、コルネリアは黙り込んだ。

　自分は残酷なことを言っている。

　王子だって一人の人間だというのに、自らを犠牲にして国のことを考えてほしい――好きな人も諦め、仮初めの夫婦になることも〝義務〟だと。

　ルーラントの気持ちを同情だと言ったり、彼に犠牲になれと言ったり、コルネリアはひどい言葉ばかり投げつけている。自分が傷つかないために、ずるいことをしている。

　それなのに、ルーラントはコルネリアを責めたり怒ったりしない。辛抱強く語りかけてくれて、彼女の答えを待ってくれて……どこまで優しい人なのだろう。

「ごめん、意地悪なことを言ったね。でも……僕は結婚するならコルネリアしか考えられない」

「ですから、私とでは身分が――」

「反対はされていないんだよ。父上と母上も恋愛結婚だった。僕にもそれを許すと言っている。君を説得することができればっていう条件付きでね」

　さらに王子は続けていく。

「それに、国のためにも僕はレイラ王女と結婚するわけにはいかない。彼女はウェルバーグ王国の豊かな資源がほしいだけなんだ」

　ルーラント曰く、隣国ベシュレール王国には最近不穏な動きがあるらしい。

　国内の工場の稼働率が急激に上がったことが確認されたのだが、その工場がすべて武器製造のための施設だという。

「今は大きな戦争もないし、これまで休止させていた工場まで再開して武器製造を始めるのはおかしいでしょう？　軍を解体していないとはいえ、武器は必要最低限でいいはずだ。それを増やすということは……これからの争いに備えているとしか思えない」

「これから戦争を起こそうとしているってことですか？」

「その可能性は十分にある。そんなときに縁談を持ちかけられた。コルネリアも知っている通り、ウェルバーグ王国は鉱山資源が豊富だ。僕はレイラ王女がその利権を狙っていると考えている」

　コルネリアの心臓が嫌な音を立てた。

　彼女は戦争を知らない。

　この数十年、ウェルバーグ王国とその周辺諸国は軍事的な争いを避けている。平和で穏やかな日々が続いているのだ。

「だから、レイラ王女との縁談を断りたい。それには、しっかりとした理由が必要なんだ。たとえば、すでに相手が決まっているとかね」

「で、でも、相手が私なんかでは説得力に欠けます。もっと他に適任者が……」

　コルネリアのような庶民より、貴族令嬢に頼む方が良いだろう。

「適任者は貴女だよ。僕はコルネリア以外の人と結婚しようとは思えない。貴女と家族を作りたいんだ」

　口調は穏やかだが、有無を言わせない音色。

　断りの言葉は、喉に引っかかって出てこない。

「家族を作りたい」という彼の申し出に、心が傾くのを感じた。コルネリアの失ったもの――両親を取り戻すことはできないけれど、新しく家族を作ることはできる。

　今、一人で暮らし始めた彼女が心の奥底で求めているものだ。

　この家に帰ってこられて嬉しい。だが、一人ぼっちで始まった生活は、思いのほか不安や寂しさが付きまとう。

　そんなコルネリアを毎日訪ねてくれるルーラントが、彼女の心の拠り所になっているのも自然なことだった。

　しばらく沈黙が続き、空気が張り詰める。

　やがて、その緊張を破ったのは、ルーラントだった。

「わかった……では、婚約者のふりだけでもいい、と言ったら？　協力してくれる？」

「え？」

「二ヶ月後、ウェルバーグ城でベシュレール王国との外交会議がある。普段の交渉とは違う、友好条約を見直すための大きな会議だ。そのときに催されるパーティに僕の婚約者として出てほしい。もし協力してくれるなら、パーティが終わったら、貴女の望みを何でも叶えよう。たとえば……僕に身を引いてほしいというのなら、貴女を解放する」

　そう言って、ルーラントは寂しそうに笑って続けた。

「僕が貴女を困らせているのは自覚しているつもりだ。婚約者のふりをしてほしいのも僕のわがまま。貴女にも何か利点がなければフェアじゃない。だから……無事に婚約者を演じてくれたら……貴女の願いを叶える。婚約は時期を見て破棄すればいい。その辺りのことはハインツがうまくやるよ」

　ズキンと胸に鈍い痛みが走る。

（私にしか、できないこと……）

　王子も側近もそう言った。

　貴族令嬢の、しかも王子の婚約者のふりをするなど、コルネリアにできるのだろうか。それこそ、他に適任者がいるように思える。貴族令嬢の中から選べば、教育の手間も省けるはずだ。

（ルーラント様と結婚したい方は、たくさんいるよね）

　ルーラントはすでに二十歳。婚約者候補もたくさんいることだろう。その中から一人を選んでしまったら、たとえ〝ふり〟だとしても後処理が大変なのは想像に難くない。

　その点、コルネリアは庶民で両親は他界している。後で婚約を破棄しても文句は出ないだろう。つまり、角が立たずに都合がいいということだ。

「その代わり、貴女には貴族令嬢としての振る舞いを習得してもらいたい。その間、僕が貴女を口説くことも許して」

「で、でも、二ヶ月後には身を引くって……」

　矛盾するルーラントの条件に、コルネリアは困惑の声を上げた。

「うん。だから、最後のアプローチをさせてほしい。それでもダメなら諦めるよ」

　そう言われ、答えることができないコルネリアの沈黙を肯定だと受け取ったのか、ルーラントは続ける。

「以前、少し話したと思うけれど、養子をとりたい伯爵夫妻が協力してくれると思う。彼らの家に移ってレッスンを受けてもらいたい。時間はあまりないけれど……どうかな？」

　ルーラントもコルネリアも、国の平和を望んでいるのは同じ。

　それには、目の前にある問題――レイラ王女との縁談を回避しなければならない。

「コルネリアも戦争は望んでいないでしょう？　国の危機を回避できて、僕のわがままからも解放されるかもしれない。貴女にとって、悪い話ではないと思う」

　王子の言う通り、コルネリアは平和を望んでいる。

　何より、ルーラントがそれで諦めてくれるのなら――自分からはっきりと断れないのなら、この機会を利用するしかないだろう。

　ルーラントはコルネリアを解放すると言うが、彼女が結果的に縛ってしまっている王子を解放することにもなる。

　ルーラントのためにも、コルネリアのためにも、きっとそれが一番いい。

「わかりました……ただ、この花屋を離れたくはないんです」

「気持ちはわかるけれど、貴女を一人にするのは賛成できないよ。万が一、レイラ王女にこの計画がバレたら、真っ先に貴女を狙うはずだ」

　この花屋はベシュレール王国との国境にも近い。

　現在、友好関係にある二国間の行き来は比較的簡単だ。彼らがその気になれば、コルネリアに簡単に接触できる。

「私は一介の庶民です。レイラ王女にとって、私なんて大した問題ではないでしょう」

　わざわざ隣国の庶民をどうこうしようなどとは思わないだろう。

　それに、ルーラントと懇意の伯爵家に住み込んだりしたら、コルネリアの気持ちが揺らぎそうだ。

　王子の結婚に協力してくれるという夫婦と一緒に生活するということは、彼らの娘として……二人を祝福してくれる環境に身を置くということ。

　夢のまた夢のような王子からの求婚が少しでも現実味を帯びてしまったら、コルネリアは期待してしまう。

　それだけはダメだ。

　コルネリアには自分の立場を確認する場所が必要なのだ。彼女は伯爵令嬢ではなく、小さな町の花屋の娘なのだと。

　幸い、ルーラントはこの花屋がコルネリアにとって大切な場所だと知っている。彼の性格から考えても、無理やり伯爵家へ連れていくことはないだろう。

「やっと戻ってこられた花屋なんです。店を再開したことも皆さんに広まってきて、ここでまた休むことはできません」

「コルネリア……」

　ルーラントは何か言いかけたが、コルネリアの真剣な表情に強い意志を読み取ったのか、口を閉じる。それから深く息を吐き出して肩を落とした。

　「わかった」と呟いて――。




　数時間後。

　城へ戻ったルーラントは、自室のソファに腰かけると大きくため息をついた。

「よろしかったのですか？　あんな嘘をついて」

「心外だな。嘘などついていないよ」

　ハインツの指摘に、王子は肩を竦める。

「そうですか？　縁談を断るのに他の相手が必要だとは存じ上げませんでした」

「痛いところを突くね。一応、『たとえば』と言ったからセーフでしょう？」

　苦笑いで答えると、ハインツはもう一度「そうですか？」と言った。

「しかし、コルネリア様を解放するという約束も守る気はないのではありませんか？」

「そんな約束はしていないな。僕はコルネリアの願いを叶えると言ったんだ」

　確かに彼の言う通り、レイラ王女との縁談くらいどうにでも断れる。もう少し粘れば、密偵から情報が入ってくるはずだ。そうなれば、軍事力強化の証拠を突きつけることもできるし、かの国の穏健派に働きかけて少しばかり内政をごたつかせることも可能だ。

　ただ、これはチャンスだと思ったのだ。

　意外にガードの堅いお姫様を手に入れるための……

「花屋に通うだけでは限界があるみたいだ。もっとコルネリアに近づくために、レイラ王女を利用させてもらうだけだよ。向こうだって政治的にウェルバーグ王国を利用しようという魂胆なのだから、お互い様だ」

「そうですね……ただ、コルネリア様に会いにいくためにスケジュールを調整するこちらの身にもなっていただきたいですが」

「ハインツはどちらの味方なのさ」

　苦言の止まらない側近に、唇を尖らせる。

「私は中立であろうと思っておりますよ。ただ、ルーラント様の根回しが過ぎて、コルネリア様に同情しているだけです」

　そう言って部屋を出ていくハインツを、ルーラントは苦笑いで見送る。

　王子としての自分は、あまり出したくなかった。ルーラントの肩書きがコルネリアの枷になっていることは嫌というほど知っているから。

　けれど――

「そうでもしなければ、コルネリアは捕まらないみたいなんだ」

　独り言は誰にも聞かれることなく消えていった。





＊　＊　＊






　翌日。

　コルネリアが店じまいの準備をしていると、店の扉が開く。

　こんな時間に客が来るのは珍しい。近所の人々は営業時間を知っているので、駆け込みでやってくることはまずない。

　ルーラントは今日、夜に訪れると言っていたので彼ではないはずだ。今日は仕事が詰まっているらしい。

　遠方からわざわざ訪ねてくる客がいるほど有名な花屋でもないし、いるとすればたまたま通りがかりに寄ってみたという人だろう。

「いらっしゃいませ」

　コルネリアは元気よく挨拶しつつ、扉のほうへ視線を向けた。

「……町外れの花屋にしては種類が豊富ですね」

　店を見回してから、コルネリアに視線を合わせた客は、予想通り今まで見たことのない男性だった。

　肩ほどまでの長さの黒髪に、白い肌。切れ長の目が冷たい印象を与える。三十代くらいだろうか。ところどころほつれた洋服と汚れたブーツ……身なりはこの店に来る客層とそう変わらないのだが、どこか違和感を覚える。

「あの、何かお探しですか？」

「ええ、まぁ」

　肯定する割には、花を見繕う様子はなく、真っすぐにコルネリアのもとへ歩いてくる。

　コルネリアが首を傾げると、彼は少し笑った。

「そちらのドライフラワーをいただけますか？」

「え？　あ、はい」

　自分の後ろを指さす彼の手は、傷ひとつない滑らかな肌艶だ。

　近所に住む人々は皆、畑仕事や動物の世話をしている。程度の差はあれ、まったく汚れないというのは変だ。旅人であれば、なおさら汚れを落とす機会も少ないだろう。

　やはり違和感を拭えないまま、コルネリアは男性の言う通りドライフラワーの花束を包んだ。

　それを彼に手渡すとき、まじまじとその手を観察してしまったのは、装いとは不釣り合いな手が気になったから。よく考えたら失礼なことだろうけれど、コルネリアは無意識に首を傾げていた。

「お代はこちらで。お釣りは要りません」

「えっ、でも……！」

　ハッとして見たカウンターに置かれていたのは金貨だ。コルネリアの花屋に、そんな高い花は置いていない。

「いいのです。細かい持ち合わせがありませんので、お気になさらず。それに、探していたものも見つかりましたから」

　男性はコルネリアに向かって頭を下げてから、踵を返した。美しい所作で店を出ていく彼を、コルネリアは唖然として見つめることしかできない。

　扉が閉まってから金貨に視線を落とすと、急に身体の力が抜けたような気がした。

　いつのまにか、緊張していたらしい。

　違和感のある服装に、美しい歩き方、そして恭しいお辞儀。極めつけに金貨を出して釣りは要らないと言う。

　どこかの貴族が変装でもしていたのだろうか。

　それにしても、彼が買ったのはどこの花屋でも手に入るような手作りのドライフラワーだ。コルネリアの店まではるばる来る必要はない気がする。

「誰だったのかしら……？」

　考えても答えの出ないことに、コルネリアは首を捻るばかりだ。

　ひとまず金貨を引き出しにしまい、店じまいの作業を再開する。

　店先に出していた花を中に入れ、売り上げの帳簿をつけてドライフラワーの出来具合を確認。その後は庭に出て花の水やりだ。

　いつもの習慣をこなしていると、だんだんと奇妙な客のことは頭から抜けていった。




　店を閉め夕食も済ませたコルネリアがリビングで寛いでいると、玄関のドアベルが鳴った。

「はい」

「こんばんは」

　返事をすると、予想通り王子の声がして、コルネリアは鍵を開ける。

「こんばんは。お仕事、お疲れ様です」

「ありがとう。入っても？」

「どうぞ」

　コルネリアが横に逸れて彼を促すと、ルーラントは嬉しそうに部屋へ入ってきた。

「仕事を終えて貴女に迎えられると、なんだか新婚みたいでいいな」

「な、何を言っているのですか！」

　顔を真っ赤にするコルネリアとは対照的に、ルーラントはくすくすと笑って余裕たっぷりだ。

「お一人ですか？」

「ん？　ああ、ハインツは馬車で待たせている。二人きりの時間を邪魔されたくないしね」

「ルーラント様、またそうやって……昨日、身を引いてくださると言っていたのに」

「それは二ヶ月後、貴女が望んだらの話だ。アプローチはすると言ったでしょう？　それに、これくらいは慣れてもらわないと、婚約者を演じられないよ。親密な関係だと周囲に思わせるためにね」

　片目を瞑る王子に、コルネリアは眉を下げる。

　そんな彼女を見て、ルーラントはまた笑った。そして、持っていた紙の束をリビングのテーブルに置く。

「レッスンにはちゃんと真剣に取り組むから、心配しないで。これが、君に覚えてもらいたいこと……大まかな貴族の事情、ってところかな」

　コルネリアはルーラントが懇意にしているバルシュミーデ伯爵の養子ということでパーティに参加するらしい。

　パーティ中は、ルーラントかバルシュミーデ伯爵夫妻が必ず付き添うようにしてくれるらしいが、念のため当たり障りのない世間話程度ができるように備えておきたいと言う。

　主な貴族たちの生業や地位などが簡潔にまとめてある手作りの資料は、ハインツが作ってくれたそうだ。

「とりあえず、これは時間のあるときに読んでおいてもらえると助かる。今日は基本的な所作を教えるよ」

　ルーラントはそう言うと、部屋の端へ移動し真っすぐ背筋を伸ばして立った。

「え……あの、ルーラント様が教えてくださるのですか？」

「うん。そうだけれど……どうして？」

「あ、いえ……その、男性と女性では違うものなのかと思っていたので……」

　ルーラントは家庭教師でも連れてくるのかと勝手に考えていた。今日は夜遅いので、資料を届けにきただけなのかとも。

　もちろん、王子が直々に資料を届けにくるだけでも普通はあり得ないことではあるのだが……

「大丈夫だよ。歩き方とお辞儀の仕方くらいなら教えられる。食事作法は男女で違いはないし……ダンスもこう見えて得意なんだ」

「そうなのですか？」

「うん、そう。それじゃあ早速……まずは立ち方からだね。背筋を伸ばして顔を上げて。ドレスを着たら、コルセットの効果もあるし、自然と胸を逸らすような姿勢にはなると思うけれど……歩き方は、こう……よく見ていてね」

　ルーラントが綺麗な所作で部屋の端から端まで歩く。

　普段から彼の姿勢は上品だと思っていたが、こうして見ると改めて洗練されたものだと感じる。

　これを二ヶ月で習得しろというのはかなり難しいのではないだろうか。

「こんな感じかな。コルネリア、そこに立ってみてごらん。実際にやってみたほうがわかりやすいと思うから」

「はい」

　コルネリアは今見た通りの立ち姿をイメージして背筋を伸ばした。

　そこへ戻ってきたルーラントが彼女の腰に手を添える。

「ちょっと重心がずれているかな。こう……で、もう少し胸を逸らせて……顎はこんな感じ」

「は、はい」

　背中をぐっと押され、胸を張る。さらに顎に触れられて、肩に手を置かれた。

　王子との触れ合いにドギマギしてしまう。

「力を入れすぎてはダメだよ。歩けなくなる。そう……あ、また重心が……」

「こ、こう、ですか？」

　真っすぐだと思っていたはずの姿勢を直されると、自分の身体がねじれたような気分になる。

　注意されることを一つ直すと、今度は違う部分への意識がおろそかになってしまい、なかなかうまくいかない。

　立ち方を教わるだけで、数十分は費やしただろうか。

　少し休憩しようというルーラントの提案で、二人はダイニングの椅子に腰かけた。立っていただけなのに、身体の節々が痛い。

「ご、ごめんなさい。うまくできなくて……」

「ううん。初めてなんだから、できなくて当然だよ。心配しないで」

　コルネリアが謝ると、ルーラントは軽く笑った。

「でも、少しずつ練習してくれると嬉しいな」

「はい。引き受けたからには、ルーラント様にご迷惑をかけないよう頑張ります」

　半ば押し切られた形ではあったが、最終的にコルネリアは彼を助けると言ったのだ。今さら無理ですというのは無責任である。

「ありがとう。それじゃあ、今日は歩き方も教えていくよ。ベタだけれど、頭の上に本を載せて練習するんだ」

　その後も、短い滞在時間を目一杯使って、ルーラントは立ち方と歩き方を教えてくれた。

　初日のレッスンが終わる頃には、かなり遅い時間になってしまい、コルネリアは申し訳ない気持ちになる。

　彼女の姿勢を矯正するのに時間がかかりすぎたのだ。

「ルーラント様、ごめんなさい。明日もお仕事があるのに、こんな時間まで……」

「仕事があるのは、お互い様だよ。元々これは僕のわがままなんだから、貴女が気に病む必要はない。むしろ、こんな遅くまでレッスンに付き合わせてしまった僕に非がある」

「そんなことは――」

　コルネリアが言いかけた言葉を、ルーラントは彼女の唇に人差し指を当てて遮った。

「貴女は本当に優しい人だね。僕のわがままを聞いて、僕のことを気遣って……だから……」

「ルーラント様？」

　最後、小さくなっていく彼の声はうまく聞き取れなかった。

　少し寂しそうな表情だけが目に焼き付く。

「何でもない。今日はありがとう。また明日……おやすみ。コルネリア」

　ふと顔に影がかかったと思ったら、前髪をかき上げられ、額にちゅっと口付けされた。

　真っ赤になって口をぱくぱくさせるコルネリアを見て、ルーラントは満足そうに笑う。そのまま手を振って家を出ていってしまった彼に、コルネリアは抗議の言葉をかけることができなかった。




　そうして、ルーラントのレッスンを受けること数日。

　身体の節々に鈍い痛みを感じつつも、コルネリアは自主練習に励んでいた。

　初日に教わった立ち方や歩き方は昼間花屋に立つときでも練習できるので、このまま慣れていけば問題なさそうだ。

　ハインツが作ってくれた資料も空き時間に読むことができるため、そんなに不安はない。たまによくわからない用語が出てくるが、それはルーラントが来たときに教えてもらっている。

　一番の難関は、ダンスだ。パーティにダンスは必須。貴族子息や令嬢ならば当たり前にこなさなければならない。

　二日目にはレッスンを始めたのだが、今までダンスなどしたことがなかったコルネリアはかなり苦労している。

　数日経った今も、足元から目を離せない。

「ワン、ツー、スリー……あまり力を入れすぎないで」

　ルーラントのかけ声に合わせて足を動かす。

　力を入れるなとは言われるが、考えながら身体を動かすとどうしても動きが固くなってしまう。自然に動けるようになるにはまだまだ時間がかかりそうだ。

　次の動きを考えながらだと動作が遅れるし、足元を見ながらでないとステップが踏めない。

　これでドレスを着なければならないとは……

「うん。いい感じだね。今日は僕と踊ってみようか」

「えっ！　で、でも、まだ……」

　自分ではまったく踊れているように思えない。

　だが、ルーラントは微笑んでコルネリアに手を差し出した。

「僕がリードするから大丈夫だよ。ダンスはパートナーと踊るものだから、早く慣れたほうがいい」

　そう言われてしまうと逆らえず、コルネリアはおずおずと彼の手に自分のそれを重ねる。

　優しく握られるとドキッとして思わず俯いた。

　頬が赤くなっているに違いない。

　それだけでも恥ずかしいのに、もう一方の手で腰を引き寄せられる。踊るのだから当たり前のことだけれど、コルネリアにとっては慣れない行為だ。

「そんなに緊張していたら身体が動かないよ」

「す、すみません……」

　くすくすと笑われて、コルネリアは目を泳がせた。

「謝ることはないけれど……これって、警戒されているのかな？　それとも……意識してくれているの？」

「――っ」

　最後は耳元で囁かれ、コルネリアは肩を跳ねさせる。ルーラントの吐息がかかったのは一瞬なのに、耳にまとわりつくような気がする。

「そんなに硬くなっていたら、みんなに怪しまれてしまうよ？　照れるのは可愛いけれど、婚約者なんだからもっと堂々としていないと」

「だからって……いくら婚約者を演じるとはいえ、ルーラント様はスキンシップが多すぎます！」

「これくらい普通だよ。むしろ足りないくらいだ。それに、もうキスまでした仲なんだから、抱き寄せるくらいどうってことないでしょう？」

「ご、語弊があります！」

　初日の帰り際、額にキスをされたことが思い出され、顔がさらに熱くなる。今にも火を噴きそうなくらいだ。

「ごめん、ごめん。さぁ、いい？　練習したステップを思い出して……」

　軽く笑った後、ルーラントがコルネリアの身体を支え直す。

「ワン、ツー、スリー」

　かけ声に合わせて動き出すと、コルネリアは羞恥どころではなくなった。

　当然、一人でステップの練習をしていたときとは違う。ルーラントはうまくリードしてくれているのだろうが、コルネリアはついていくことができない。

「もう少しゆっくりやってみようか」

　それを察して、ルーラントのステップがゆっくりになる。

　今度はなんとかついていけるものの、足元から目が離せない。自分が次に床のどの部分を踏んだらいいのかわからなくなってくる。

　さらにルーラントも一緒に動くものだから、彼の足を踏まないように必死だ。

「そう、そう。そのまま……もう一周してみよう」

　いつのまにかリビングを回るように踊っていたらしい。と言っても、コルネリアの家のリビングの広さはたかが知れているが……

　これがウェルバーグ城のパーティ会場となれば、何十倍もの広さのダンスフロアで踊ることになるのだろう。

　たくさんの人たちに混じって、みんなに注目されて……

　パートナーの足を踏まないようにするのだけでも精一杯なのに、他の人にぶつかったりしたらルーラントに顔向けできない。

「よけいなことは考えないで。僕がリードするから、コルネリアが心配することなんて何もない」

「は、はい……」

　集中力に欠ける様子を見抜かれ、コルネリアは気を引き締めた。

　とにかく今は、ダンスを習得しなければならない。

　しばらく同じ動きを繰り返し、だんだんとコルネリアのステップがスムーズになってくる。

「上手だよ、コルネリア。だいぶ慣れてきたかな？　少し速くしてもいい？」

「はい」

　コルネリアに合わせてゆっくりだったステップが少し速められる。ほんの少しのテンポの違いでも、ついていくのが難しい。

　頭で考えてからでは身体が動くのが遅れるのだ。

　慣れない動きに身体は疲れを訴え始め、思考も鈍ってくる。次はどう動けばいいのか、混乱し始めたコルネリアは、頭と身体がちぐはぐになってしまったかのような錯覚に陥った。

　激しい運動をしているわけでもないのに、汗が滲む。

「今日はここまでにしようか」

　そんな彼女に気づいたのか、ルーラントの動きが止まる。

「結構長い時間踊ってしまったね」

「すみません。私がなかなかうまくできないから……今日も遅くなってしまいました」

「そんなことない。まだ始めたばかりなんだ。これくらいできれば上出来だよ。君と長く一緒にいられるのは嬉しいし」

「ルーラント様……」

　コルネリアに気を遣わせないためなのか、それとも本心なのか……

　彼女が答えに困っていると、ルーラントは目を細めた。そして、彼女の頭に優しく手を置く。

　まるで幼子をあやすように頭を撫でた後、王子は玄関へ向かった。

　コルネリアも彼を見送るためにその後を追う。

「今日もありがとうございました」

「こちらこそ。それじゃあ、また明日。おやすみ」

「――っ」

　ちゅっと王子の唇が額にくっつく。

　慌てて柔らかな感触の残るそこを手で押さえるコルネリアを見て、ルーラントは満足そうに微笑み、出ていった。

　ドキドキする心臓が憎らしい。

　このレッスンが終わるときには、ルーラントとの縁を絶つというのに……

　今までよりも長い時間を過ごしているせいか、急にルーラントとの距離が近くなってしまった。

　ダンスの練習のためのスキンシップでさえ、心臓が壊れそうなほどに。

（こんなんじゃ……）

　コルネリアは間違った選択をしてしまったのではないだろうか。

　彼との時間が長くなればなるほど、別れがつらくなる。そんなことに、今さら気がつくなんて。

（ダメ）

　コルネリアは邪念を振り払おうと首を横に振った。

　夢は醒めるものだ。

　王子との時間も終わりが来る。来なければならない。

　そう、自分に言い聞かせながら――。





＊　＊　＊






　一週間後。

　コルネリアはいつも通りに花屋に立っていた。

　いつもと違うのは、あくびの回数が多いことだろうか。

　ルーラントとのレッスンを始めてしばらく経つと、新しく習うことは減ってきた。だが、その分復習に割く時間が増えつつあり、コルネリアは時間を見つけては勉強をしている。

　朝は庭の手入れ、昼は店に立ち、夜は王子とのレッスン。その合間にもダンスの練習やマナーの復習などを欠かさない。

　慣れないことだらけで、やや疲れが溜まっているようだった。

（でも、頑張らないと……）

　引き受けたからにはしっかりやり遂げなければならない。

　ルーラントはコルネリアの願いを聞いてくれると言った。それに見合う働きをするのは当然のこと。

（でも、ダンスが踊れるようになったら……お別れ……なんだ）

　コルネリアの願いは決まっている。

　ルーラントとの交流がなくなるなんて、なんだか実感がわかない。本当は今の状況のほうが夢物語だというのに、おかしな話だ。

　コルネリアは一人苦笑いしつつ、庭から採ってきた花を陳列していく。

　寂しいと思うなんていけない。ルーラントとコルネリアの関係が進展するはずもないことは、ずっとわかっていたことではないか。

　そう自分に言い聞かせていると、ふいに店の扉が開く。

「いらっしゃいま――」

　いつも通り客を迎え入れようとしたコルネリアだったが、そこにいた意外な人物に目を見開く。

「こんにちは」

「あっ、こ、こんにちは。今日は何をお探しですか？」

　店に入ってきたのは、以前ドライフラワーを買っていった男性だ。今日は黒いローブを身に纏い、どことなく厳かな雰囲気を醸し出している。

　コツ、コツと彼が近づいてくるたびに足音が響く。彼はコルネリアの前まで来ると、にっこりと笑った。

　そのつかみどころのない笑顔に、コルネリアの背筋がぞくりと震える。

　怖い。そう思ったら、無意識のうちに片足を後ろへ引いていた。

「今日は、忠告に来たのですよ」

「忠告……？」

　コルネリアが聞き返すと、彼は首を傾げて顎に手を当てた。心当たりがないわけがないとでも言いたそうな表情だ。

「……ああ、申し遅れました。私、ベシュレール王国から参りましたヴェルナーと申します。レイラ王女の遣い……と言えば、おわかりいただけますか？」

　ドクン、と心臓が嫌な音を立てる。

　レイラ王女――ルーラントとの結婚を望んでいるという隣国の王女だ。その遣いの男が忠告にやってきた。

　十中八九、コルネリアへの牽制だろう。

　しかも、彼は一度コルネリアの花屋を訪れている。ずいぶん前からルーラントがこの花屋に通っていることがバレているということだ。

　コルネリアは汗の滲んだ手でエプロンを握り締め、唾を飲み込んだ。

「単刀直入に申し上げます。ルーラント王子との密会をやめていただきたいのです。彼はレイラ王女と結婚する予定ですから……変な噂が立っては困ります」

　ベシュレール王国では、すでに二人の結婚が決まったかのような扱いなのだろうか。

　淀みない口調と淡々とした表情のヴェルナーからは、それがコルネリアを脅すためのハッタリなのか、本当のことなのか読み取れない。

「ベシュレール王国の大切な王女を嫁がせるのです。王子とはいえ、身辺調査は必要ですから……少し、調べさせていただきました」

　知らないうちに調査されていたことを聞き、コルネリアは身震いする。

「ルーラント王子が熱心に通われている花屋……訪れてみると、店主は若い娘。両親を亡くし、今は一人で店を切り盛りしている。彼が貴女に会いにきているのは明白です」

　ヴェルナーはそう言うと、くすっと笑って続ける。

「そんなに怯えないでください。先ほどは忠告と申し上げましたが、これは助言です」

「助言……？」

　コルネリアは震える息を吐き出した。

　力ずくでどうにかしようと言うわけではなさそうだが、それが逆に怖くもあった。ヴェルナーの柔らかな物腰がよけいに恐怖を煽る。

「このままルーラント様との時間を過ごしてつらくなるのは、貴女ではありませんか？」

「――っ」

　そう言われ、思わず肩が跳ねた。

　図星を突かれたせいだ。

「身分差は十分ご承知のはず……それでもルーラント王子を拒まないのは、どこかで期待されているということ。もちろん、身分の問題を解決する手立てがないわけではありませんが……私がお伝えしたいのは、表面は繕えても本質は変えられないということです」

　そう言うと、ヴェルナーはコルネリアに背を向けた。そのまま店の入り口まで歩み、扉に手をかけて振り返る。

「ご理解いただけると信じておりますよ」

　カタン、と扉の閉まる音が大きく響いた。

　コルネリアはへなへなとその場に座り込む。

　この前感じた緊張とは比べ物にならないくらいの重圧感だった。

　ヴェルナーはすべて知っているのだ。ルーラントがコルネリアに求婚していることも、彼女が断り切れていないことも。

　ただ、婚約者のふりをするという約束までは悟られていなかったようだった。

（どうしたら……）

　ルーラントに相談するべきだろうか。

　だが、危害を加えられたわけでもないのに、何と言えばいいのだろう？　もしレイラ王女の遣いが来たと知ったら……

（伯爵の、お屋敷へ……）

　以前、王子に提案されたこと――コルネリアの身の安全のため、バルシュミーデ伯爵家でレッスンを受けるように言われた。

　あのときはルーラントが引いてくれたけれど、実際にレイラ王女の関係者と接触したと知ったら、そうはいかないはず。

　せっかく戻ってきた花屋を再び離れるのは嫌だ。

　レッスンを始めてから、すでにルーラントとの距離感が掴めなくなってきているのに、彼の懐に入るようなことになったら……

（止められなくなる）

　コルネリアは心臓の辺りで服をぎゅっと掴む。

　だが、ベシュレール王国側が〝忠告〟だけで済ませてくれる保障もない。このままルーラントとレッスンを続けていたら、危険なこともあるかもしれない。

　王子との約束を途中で放棄することもできないし、花屋を離れるという決断もできない。

　こんなときまで優柔不断な自分には頭を抱える。

　それでも、コルネリアは答えを出せないままでいた。




　その日の夜。

　いつも通りルーラントとのダンスレッスンが始まったものの、コルネリアはどこか上の空で集中できずにいた。

「きゃっ」

「おっと……コルネリア？　大丈夫？」

「も、申し訳ありません」

　もう何度目だろう。

　足がもつれて転びそうになったコルネリアをルーラントが支える。

　さすがにいつもと様子の違う彼女を、彼は心配そうに覗き込んだ。

「疲れているなら――」

「いえ、大丈夫です。覚えることがたくさんあって、間に合うか不安になってしまって……でも、今はダンスの練習に集中しないとですよね」

　心配そうな王子に向かって、コルネリアはなんとか笑みを浮かべ、首を横に振った。

　本当は、ヴェルナーに言われたことで頭がいっぱいなのに、嘘をつく。

　特に何か嫌がらせをされたわけでもない。ただ、忠告――それも、どちらかといえば彼のほうが正しいとも言える――をされただけ。

　自分がルーラントに釣り合わないことは、コルネリアが一番よくわかっている。

　ただ、約束してしまった以上、彼とのレッスンをやめることもできない。

　しかし、このままルーラントとの逢瀬を続けていたら……？

『つらくなるのは、貴女ではありませんか？』

　ヴェルナーの言葉が頭の中でこだまする。

　彼の言う通りだ。

　ルーラントとの縁を切るために引き受けたはずの婚約者役。だが、それを演じるためにこうして彼と会い続けている。

　王子との時間が長くなればなるほど、彼はコルネリアの心に入り込む。

　彼の言葉に一喜一憂して、ダンスレッスンで手が触れるだけでドキドキして……

「コルネリア？　本当に大丈夫？」

「はい。大丈夫です」

　コルネリアは両手で拳を作って気合を入れてみせる。

　ルーラントに心配はかけられない。ヴェルナーは、コルネリアに危害を加えるつもりはないようだった。

　両親の庭と花屋を離れるつもりがないのなら、コルネリアにできることは自分の役目を果たすことだけ。

　元々、その後は身を引くつもりでいる。

（少しだけだもの……）

　きっと大丈夫だ。

　自分に暗示をかけるように心の中で唱え、ルーラントのリードに合わせてステップを踏む。

　まだまだ足元を見ていないと不安だ。

　昨夜の練習を思い出しつつ、なんとか彼についていく。今日は最初からテンポが速い。

「上手だよ。その調子。コルネリア、顔を上げてごらん」

「ま、まだ、それは……できなさそう、です」

　足元がおぼつかないのに顔を上げるなんて。

「大丈夫、僕が支えているから」

「でも、足を踏んでしまうかもしれません」

「踏んだとしても何も問題ない。ほら、大丈夫」

　優しく促され、コルネリアはおそるおそる顔を上げた。

「――っ！」

　目の前にルーラントの顔があって、息を呑む。こんなに近い距離にいたなんて……

　手を繋いで腰を支えてもらっているにもかかわらず、正しいステップを踏もうとするあまり、羞恥が頭から抜けていた。

　ヴェルナーに言われたことも気になっていたし、王子との密着を恥ずかしがる余裕などなかったのだ。

「上手だよ、コルネリア」

「あっ、あの、あの……ッ」

　上品な微笑みに頬が熱くなる。

　こういうときはどんな言葉を返せばいいのだろう。

　お礼？　それとも、謙遜？　

　コルネリアの頭の中に、再びダンス以外のことが入り込む。すると、途端に足がもつれ、彼女はバランスを崩した。

「きゃ――っ」

「……っと！　危ない」

　ドスンと鈍い音はしたものの、痛みはない。倒れると思った瞬間に瞑った目をおそるおそる開くと、コルネリアをかばってルーラントが床に仰向けになっていた。

　コルネリアは彼の上にのしかかっている状態。

　茶色の優しい眼差しにドキリとする。

　さらさらの髪、整った顔にいつも穏やかな笑みを浮かべ、甘い言葉を囁く。こんな完璧な王子に求婚されているなんて信じられない。

　ルーラントは、どうしてコルネリアを好きになってくれたのだろう。

　いつも曖昧にはぐらかす彼女の態度に、愛想を尽かしてもおかしくないのに……どうして、会いにきてくれるのだろうか。

（二ヶ月後に、願いを聞いてくれるなんて……）

　ルーラントはコルネリアが何を願うかわかっている。それでも、二ヶ月一緒に過ごすことを選んだ。

　最後のアプローチをするとは言われたものの、コルネリアが断るつもりなのは感づいているはず。

　どうして……別れがやってくるのに、二人でいる時間を作るのだろうか。

　実らない恋ならば、今すぐ捨ててしまえばいいのに……

（自分はできないくせに……）

　ルーラントにだけそれを求めるなんて最低だ。

「何を考えているの？」

　ふいに、ルーラントの右手が伸びてきてコルネリアの頬を撫でた。

「あっ……な、にも……」

「嘘。貴女の可愛らしい顔が、今日はずっと曇ったままだ。何を考えてそんなに悲しそうな顔をしているの？」

　じっと、探るような視線を向けられて思わず目を逸らす。心の中まで見透かすようなそれに耐えられそうになかった。

「本当に、何も――きゃっ」

　絡みつくような視線から逃れるように身体を起こし、彼の上から退く。さらに王子から離れようと立ち上がって背を向けると、再び身体がぐらついた。

　ぐいっと力強い腕が腹に回り、引き寄せられる。

　背中に温もりを感じたと思ったときには、後ろからルーラントに抱きしめられていた。

「ル、ルーラント様!?」

「僕には言えないこと？」

　ルーラントの吐息が耳に吹きかかり、コルネリアはビクンと肩を跳ねさせる。

「ルーラント様、離して、ください」

「……ごめん。僕のわがままばかり押し付けているね」

　ルーラントはそう問い、しかし、すぐに自嘲気味に笑った。

「でも、貴女はこんな僕に付き合ってくれる。婚約者のふりも引き受けて、一生懸命レッスンを受けて……だから、僕は期待してしまうんだ」

「あっ」

「可愛い声」

　彼は顎を肩に載せ、コルネリアの首筋に頬を擦り寄せた。

「ルーラント、様……っ、何を……」

「いい匂い……ねぇ、知っている？　コルネリアはいつも花の甘い香りがするんだ。僕は君の甘い蜜を食べたくなる」

「ン……っ」

　首筋に熱い唇が押し付けられ、思わず声が出る。

「や……ルーラント様、もう……ふ、ふざけすぎ、で……ひゃっ」

「ふざけてこんなことはしない。嫌なら逃げて……」

「あ――っ、んん、ンッ」

　ルーラントは何度かコルネリアの首筋を啄んだ後、ぺろりと舐める。その道筋が空気に触れて冷たくて、しかし、彼の唇が触れているところは熱くて、おかしくなりそうだ。

　逃げて、と言われても――離れなければいけないとわかっていても――身体から力が抜けてしまう。

　唇が肌に押し付けられるたびに、甘い痺れが背を伝った。

　びくびくと身体が勝手に跳ねて、恥ずかしい。

　声を出さないようにするのが精一杯だ。

「逃げないのなら、もっと触れていいと思ってしまうよ？」

「あっ」

　色っぽい囁きと同時に、肩に空気が触れる。ルーラントが服をずらしたのだ。着古してよれた布は簡単に伸びて、コルネリアの白い肌を晒す。

　露わになった肩に、王子の熱い吐息がかかった。

　ちゅっ、ちゅっと唇が首から肩、腕へ向かう曲線を辿っていく。

「だ、め……ルーラントさま……」

　震える呼吸と甘ったるい声を我慢しながら、なんとか声を絞り出す。

　ずり下がった服を直そうと伸ばした手は、ルーラントに絡めとられた。

「もう少し……触れさせて」

「あ――」

　ふと、彼のもう片手が胸元へ上がってくる。

　左の膨らみを包み込む大きな手。それ以上は動こうとしないものの、男性に触れられているという事実がコルネリアの身体を熱くする。

「ル、ルーラント、さま」

「ドキドキしている……」

　ルーラントはそのまま手を滑らせ、彼女の鎖骨を撫でて首筋を伝い、頬に優しく触れた。

「コルネリア」

　添えられた手と掠れた声に促され、コルネリアはルーラントのほうへ顔を向ける。

　端正な顔が間近に迫って、喉が鳴った。

　相手の呼吸がわかる距離。綺麗な茶色の瞳は熱を帯び、コルネリアだけを映している。目元がほんのり赤く、薄く開いた唇が色っぽい。少し濡れたそれが自分の肌に触れていたのだと思うと、ぞくりと身体が震えた。

「拒まないの……？」

「あ……」

　真剣な瞳に吸い込まれそうになる。

　もし、このまま抵抗しなければ……二人はどうなるのだろう？

　目を細めたルーラントの顔がゆっくり近づいてきて、コルネリアは目を閉じそうになる。

『表面は繕えても、本質は変えられません』

「――っ、ダ、ダメ！」

　だが、寸前でヴェルナーに言われた言葉が蘇り、コルネリアはルーラントの胸に両手を突っ張った。

　二人の身体は簡単に離れ、お互いに床に手をつく。そのとき初めて王子がコルネリアに逃げ道を作っていたことに気づき、顔が熱くなった。

　ルーラントが本気で彼女をどうにかするつもりだったのなら、もっと強く拘束することができたはずだから。

　コルネリアは服を乱暴に直し、身体を両手で抱きしめた。

　恥ずかしい。

　嫌だと、やめてと口にしながら、本当は彼に触れられることを受け入れていた……？

「あ、私っ、申し訳――」

「ごめん」

　コルネリアが謝るより先に、ルーラントの声が響く。

　ハッとして顔を上げると、王子が目を伏せて額に手を当てフッと息を吐き出した。

「こんなふうに無理やり触れるなんて……怖がらせてしまったね」

「そんなこと……！」

　しっかりと拒まなかったのはコルネリアだ。

　ルーラントは逃げてもいいと言った。言葉通り、コルネリアがそうできるようにもしていた。

「あるよ……ほら」

　彼が膝をついて、前かがみに近づいてきて、コルネリアは身体を硬くする。

　鼻と鼻がくっつきそうな距離で止まったルーラントは、また寂しそうに笑って「ね？」と言った。

「ち、違――」

「いいんだ。ごめん……今日は帰るよ。頭を冷やさないとダメみたいだ」

　ルーラントは自嘲気味にそう言うと、ゆっくり立ち上がった。

　コルネリアは呆然とその背を見上げる。

「また明日」

　普段とは違う覇気のない声。そのまま家を出ていくルーラントを引き留める言葉も権利も、コルネリアにはない。

　傷つけてしまった――コルネリアがいつまでも中途半端な気持ちでいるから、ルーラントに期待させ、失望させた。

　拒むのなら最初からそうすべきだったのに。

　じわりと涙が滲み、コルネリアはその場に蹲る。

　泣くなんて……自分勝手だと思うのに、止まらない。

　王子の気持ちを受け入れられない自分が、彼を傷つけた自分が悔しくて……悲しかった。
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　翌朝。

　昨日起きたいろんなことが頭を駆け巡ってよく眠れず、重い身体を引きずるようにして、コルネリアは庭へ出た。

　だが、いつも通りの一日が始まると思っていた彼女は目に飛び込んできた光景に絶句する。

　寝不足でぼんやりとした頭をガツンと殴られたように、一気に目が覚めた。

　なぜなら、昨日まで綺麗に咲いていたはずの花がすべて地面に落ちてしまっていたからだ。一部ならまだしも、庭のありとあらゆる花が切り落とされている。

　まだ出たばかりの芽まで掘り返され、葉もズタズタに傷つけられていた。

（だ、誰がこんなこと……）

　明らかに人為的な被害だ。

　コルネリアは裏口の一番近くに植えていたコスモスの前で膝をつき、土に塗れた花をすくい上げる。

　ぽたりと花に涙の雫が落ち、コルネリアは嗚咽を漏らした。

　昨日の夕方水やりにきたときには、何も変わりなかったはず。昨夜訪れたルーラントも何も言っていなかった。ということは、王子が帰ってから今朝までの間に何者かが庭に侵入したことになる。

　コルネリアの花屋は住宅地からは少し離れている。田舎であるこの辺りは外に灯りがほとんどなく、夜は人通りもない。

　侵入するのに好都合な条件がそろってはいるが、同時に盗んで得するようなものを置いている家も少なかった。空き巣や泥棒の可能性は低いだろう。

　そもそも、花を盗んで売るならばともかく、庭を荒らす必要はない。金目当てではないのなら、これは悪戯か嫌がらせということになる。

　一体誰が……

「……リア……コルネリア？」

　コルネリアが呆然としていると、だんだんと声が近づいてくる。

　ハッとして声がする方向へ顔を向けた。

　そこには、コルネリアと同様驚きの表情で呆然と庭を見つめるルーラントが立っていた。

「これは、一体……」

　ルーラントはコルネリアと目が合うと、弾かれたようにこちらへ走ってきた。柵を軽々と跳び越え、座り込んでいる彼女に寄り添う。

「コルネリア、何があったの？」

　こんな早朝に王子が花屋を訪ねてきたことは今までにない。

「ルーラント、様……？　どうして、ここに……」

　ルーラントの問いに答えるよりも先に、彼が現れたことへの疑問が口をついて出た。

「僕は……昨日のことを謝らないといけないと思って来たんだ。貴女の様子も心配だったから。それより、この状況……誰かが故意に荒らしたとしか思えないけれど、大丈夫？　怪我は？」

「わ、私は、大丈夫です。朝、庭に出たら、もう……」

　震える声で答えると、ルーラントが背を擦ってくれる。

「心当たりは？」

　そう問われ、すぐに思い浮かぶ人物は一人――昨日、ベシュレール王国から花屋を訪れたヴェルナーという男。

（でも……）

　ヴェルナーはおそらくレイラ王女の側近か、それに近しい人物だ。冷静沈着でキレ者という印象だった。

　そんな彼が〝忠告〟に来た翌日に庭を荒らすなどというあからさまなことをするとは思えなかった。

　コルネリアは力なく首を横に振る。

「……わかりません」

　他にこんなことをする人物はわからない。

　ルーラントは少し考え込む素振りを見せたが、すぐに何かを決意したように立ち上がり、コルネリアの手を引いた。彼女は慌てて彼についていく。

「ルーラント様？　何を……」

「僕には心当たりがある。だから、貴女をできるだけ安全な場所に連れていく」

「え、ま、待って……」

　制止も虚しく、コルネリアはルーラントに手を引かれていく。視線の先には豪奢な馬車――ルーラントが乗ってきたものだろう。

「急いでバルシュミーデ伯爵の屋敷へ。さぁ、コルネリア、乗って」

「ルーラント様！　待ってくださ――わわっ」

　御者に声をかけ、コルネリアを箱の中へ促すルーラント。

　躊躇していると、王子は彼女の身体を抱き上げて中へ押し込んだ。後から自分も乗って自ら扉を閉める。

　コルネリアが抗議の声を上げる暇もなく、馬車が進み始めた。

　恐れていたことが現実となってしまった。

　ルーラントの心当たりが何かはわからないけれど、明確にコルネリアへの悪意が確認された今、彼女が花屋に残ることは許されない。

「ルーラント様！」

「危ないから座って」

「で、でも……っ」

　コルネリアは窓に手をついて花屋のほうを見る。

　だんだんと小さくなっていく店を、呆然と見送ることしかできない。

「コルネリア。ごめんね……僕の考えが甘かったみたいだ。貴女の家にやってきたのは、たぶんレイラ王女の部下だろう」

　ルーラントの言葉にドキリとして、思わず彼を振り返る。

　その反応で何かを察したのか、王子がわずかに目を眇めた。

「やっぱり心当たりがあるの？　さっき聞いたときも、何か考え込んでいたよね？」

「あ……そ、それは……」

　鋭い指摘に言い訳も出てこない。

　ルーラントは王子として他国の要人との腹の探り合いも心得ているだろう。どうしたってコルネリアが誤魔化せるような人ではない。

「誰かと会った？」

　答えないのは、肯定と同じ。

　コルネリアが目を伏せると、ルーラントがため息をつく。

「そう……それで辻褄が合うね。昨日、貴女はレイラ王女の関係者に会った。危害は加えられていないみたいだけれど……何を言われたの？　僕との結婚を諦めろ、といったところかな？」

　ルーラントは問いかけつつも、「諦めるのは僕のほうなのにね」と自嘲気味に笑う。

　その寂しそうな響きに、コルネリアは唇を噛んだ。

「……どうして言ってくれなかったの？」

「ご、めんなさい……」

「僕はそんなに頼りない？」

　そっと顎を持ち上げられて、矢継ぎ早に問われる。

　悲しそうに揺れる瞳を見ると、胸が締め付けられた。

「違うんです。言ったら……あの家にいられなくなると思って……ごめんなさい」

「謝るのは僕のほうだ。気づいてあげられなくて、ごめん……貴女は怖い思いをしただろうに、僕は……自分の想いを押し付けるだけで、あんなふうに触れて、あげく逃げ出して。昨日、貴女の店にやってきたのは誰かわかる？」

「……ベシュレール王国の、ヴェルナー様です。でも……あの方が庭を荒らすようなことをするとは思えません」

「ヴェルナーか。確かに彼がこんな幼稚なことをするとは思えないけれど……」

　ルーラントも彼とは面識があるようだ。そして、ヴェルナーが犯人とは思っていない。

　それならば、誰が――。

　コルネリアの脳裏に荒らされた庭の光景が過ぎり、涙が込み上げる。止めることができず、頬を伝った雫をルーラントの親指がそっと拭った。

「……あのとき、無理やりにでも貴女をバルシュミーデ伯爵の屋敷へ連れていくべきだった。ご両親の花屋を守りたい貴女の気持ちを尊重したつもりだったけれど、結局守ることができなかったなんて、情けない」

　ルーラントのせいではないのに、責任を感じてつらそうな顔をする彼を見て、コルネリアは後悔する。

　自分が花屋に残りたいとわがままを言ったこと。王子の婚約者を演じるということを軽く考えていたことを痛感した。

「今日からはバルシュミーデ伯爵の屋敷で貴女を匿ってもらう。いいよね？」

「はい……」

　ここまで迷惑をかけてしまっては、何も反論できない。

　それに、これからも実家に一人でいるのは少し怖い。今回は庭だけだったけれど、次はわからない。家の中まで侵入されたら身に危険が及ぶ。

　コルネリアが頷くと、ルーラントは彼女の身体をそっと抱きしめた。

　彼の体温は温かく、優しくコルネリアを包んでくれた。




　しばらく馬車に揺られ、到着したのはバルシュミーデ伯爵の屋敷。

　馬車から降り、目の前の大豪邸を見上げ、コルネリアは唖然とする。

　大きな門には警備兵がいて、その奥には噴水のある広い庭、そして大きな屋敷が建っている。

　門が開いて石畳を歩きつつ、自分がかなり場違いな気がして、コルネリアは身を縮こませた。

「そんなに緊張しないで。バルシュミーデ伯爵夫妻には、すべてを説明してある。今日は急に訪ねてしまったけれど……きっと、事情は察しているだろう」

　ルーラントは元々コルネリアをここへ連れてくるつもりだったから、伯爵夫妻は彼女が婚約者のふりをすると知っているはずだ。

　そして、コルネリアが店を離れることを拒否した経緯も説明しているだろう。

　それがやはり匿ってほしいとなれば、何が起こったのかは容易に想像できる。

　重厚な扉の前に着くのとほぼ同時に扉が開いた。

「ルーラント様、ようこそおいでくださいました」

　中に立っていた優しそうな男性がルーラントに頭を下げる。彼がバルシュミーデ伯爵なのだろう。白髪交じりの髪を撫でつけ、フリルのついたシャツとベストにスラックスという軽装だ。

　その隣で同じようにお辞儀をするのは、彼の妻だと思われる。彼女も白髪交じりの髪だが、すっきりとまとめていて上品な印象を受けた。ドレスも濃いグリーンで、落ち着いた雰囲気だ。

「突然の訪問で申し訳ない」

「とんでもないですわ」

「君がコルネリアだね？　話は聞いているよ。さぁ、中へ」

　夫妻がそれぞれ答え、コルネリアに視線を向ける。

　彼女は慌てて頭を下げた。

「あ、は、はい。コルネリアと申します。お世話になります……」

「そんなに硬くならないで。貴女は私たちの娘になるのだからね」

　正確には娘のふりなのだが、彼らはコルネリアを歓迎してくれているようだ。

　ひとまず胸を撫でおろし、ルーラントにも促されながら、彼女は広い玄関ホールへ足を踏み入れた。

　案内されたのは、大きなリビングルームだ。コルネリアの家がすっぽり入ってしまいそうだと、呆気にとられる。

　座るように言われたソファも何人掛けなのかわからないくらい。巨人の家に迷い込んでしまったかのような感覚になった。

「本日の訪問の理由は、他でもない。もうお察しの通りかと思いますが、今日からコルネリアをここに置いていただきたい」

「もちろんかまいません。元々そのつもりでこちらも用意しておりました。彼女の部屋も整えてありますし、必要なものはすべてそろっています」

　コルネリアが口を挟む間もなく、ルーラントとバルシュミーデ伯爵の間で話が進んでいく。

「ふふ。嬉しいわ。私たちには子供がいなくてね……こんな可愛らしい娘ができるなんて本当に嬉しいの」

　伯爵夫人の穏やかな口調に、コルネリアはホッと胸を撫でおろした。

　貴族というと、ツンと澄ましていて庶民に対して冷たいイメージがあったが、彼らは本当に心からコルネリアを歓迎してくれているらしい。

「大変だっただろう。ルーラント様には、君を早く屋敷へ連れてくるよう申し入れていたのだけれどね」

「あ……それは、私のわがままで……」

　ルーラントのせいではないと伝えようと口を開くと、伯爵は優しく微笑む。

「ああ、それも聞いているよ。ご両親の遺した大切な花屋だと……この屋敷にも庭があるんだ。庭師を雇っているけれど、もしよければ気晴らしに世話をしてくれてもかまわない。急に生活が変わったら、息が詰まってしまうかもしれないからね。というのも……」

　伯爵はそこで言葉を切ると、王子を見た。ルーラントはそれを受け、隣のコルネリアのほうへ身体を向ける。

「コルネリア。明日からは、バルシュミーデ伯爵が手配する家庭教師にレッスンを任せるよ。僕も公務の後に毎晩こちらへ来る。ダンスの練習はそのときにしよう」

「はい、わかりました」

　コルネリアが頷くと、ルーラントは申し訳なさそうに眉を下げる。

「貴女の花屋を守れなかったのは、僕の甘さが原因だ……本当に、申し訳ないと思っている。元通りとはいかないかもしれないけれど、あの庭のことは任せてほしい」

「何度も申し上げますが、ルーラント様のせいではありません。ルーラント様がそんなに責任を感じることでは……」

「いや、これは僕のけじめだから」

　そう言った王子の瞳の奥で揺らめいた何か――ぞくり、とコルネリアの本能を刺激する。

「ルーラント様、コルネリアが驚いていますよ」

「……ああ。ごめんね、不甲斐ない自分に少し気が立ってしまって……」

　伯爵に声をかけられて、ルーラントの纏う雰囲気が柔らかくなる。同時にコルネリアは息を吐き出した。

　普段は穏やかで優しい王子の怒りに、無意識に緊張していたようだ。

「とにかく、ここにいれば安全だ。パーティまで、少しだけ我慢してくれる？」

「はい。私は大丈夫です」

　ルーラントにこれ以上心配をかけたくなくて、コルネリアは笑顔を作る。

　王子はまだ何か言いたそうにしていたが、口を引き結び、彼女の手を取った。その甲にキスを落とし、「ありがとう」とだけ口にする。

「それでは、バルシュミーデ伯爵。後のことは頼みます」

「ええ。お任せください」

「コルネリア。また明日……今日はゆっくり休んで」

「はい」

　そうして、コルネリアは本格的に貴族令嬢として生活することになったのだった。
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　翌朝。

　コルネリアはうっすらと目を開き、見慣れない天井をぼんやりと見上げた。

（バルシュミーデ伯爵の……）

　昨日の出来事を思い出し、重い身体を起こす。

　大切な庭が荒らされて、豪華な屋敷に連れていかれて……いろいろなことが起こって思考がまとまらず、よく眠れなかった。

　ふかふかの布団は気持ちよかったけれど、上質すぎるベッドの感覚に緊張してしまい、なかなか深い眠りには入り込めなかったのだ。

　ベッドから見える部屋の景色も、今までとはまったく違う。

　上品でありながら可愛らしい花柄のカーテン、大きな鏡台、ソファとテーブル、勉強机も備わっている。浴室までついた部屋では、何も不自由しなさそうだ。

　使用人を呼ぶための紐も何カ所かに設置されている。もっとも、コルネリアには使えそうにないが……

　昨日案内してもらった屋敷の中は、彼女にとって迷路のようにも思えた。キッチン、ダイニング、リビングルームに書斎。どこもかしこも広いの一言だ。

　これからの生活、どうなってしまうのだろう。婚約者のふりが終わったら、花屋に戻れるのだろうか。

（庭の花も、植え直さないといけないのに……）

　昨日はショックで、ルーラントに言われるがまま馬車に乗ってしまったが、荒らされた庭を放置してきてしまったことが気にかかる。

　もしかしたら、まだ手を加えれば咲く花もあったかもしれないのに。

　王子は庭のことは任せてほしいと言ったけれど……

　コルネリアがため息を吐き出すと、部屋の扉がノックされる。

「はい？」

「失礼いたします。コルネリア様、お支度のお手伝いに参りました」

「えっ、あの、支度って？　着替えたらいいですか？」

「はい。ドレスはこちらでよろしいでしょうか？」

　部屋に入ってきた使用人がテーブルに持っていた箱を置き、蓋を開ける。桃色のドレスが見え、コルネリアは息を呑んだ。

　触れなくても生地の柔らかさが伝わってくるようだ。

「あ、ありがとう、ございます……それじゃあ……」

　こんな高級そうなドレスを着るのは気が引けるが、身一つで連れられてきたコルネリアには他に着るものがない。

「お手伝いいたします」

　彼女がおずおずとドレスに手を伸ばそうとしたところ、使用人はテーブルの上に箱を置き、コルネリアを姿見の前に促した。

「そんな……！　着替えは一人で……」

「いいえ、コルネリア様。コルセットを締めたり、背中のリボンを結んだり、お一人では大変ですので、お任せくださいませ」

　やんわりと断られている間にも、コルネリアの夜着を脱がせていく使用人。

　確かにドレスの着方などわからない。同性とはいえ、肌を見せるのは恥ずかしいけれど、ここは大人しくしているべきなのだろう。

　コルネリアは頬を染めつつも使用人の言う通りにすることを決めた。

　そういえば、昨夜も風呂に入るときに手伝うと言われた――貴族令嬢は何をするにも世話係の使用人が付いているようだ。昨夜は断ったら引いてくれたのだが……

　コルセットに締め付けられる苦しさに眉根を寄せ、コルネリアはこれから大変になりそうだと思うのだった。




　そうしてバルシュミーデ伯爵家で生活すること一週間。

　コルネリアには女性の家庭教師がつき、花屋の仕事がなくなった分、より集中してレッスンを受けていた。

　コルネリアは厳しいレッスンを想像していたが、家庭教師はとても優しくて、彼女のことをよく褒めてくれる。

　バルシュミーデ伯爵が気を遣って、優しい女性を選んでくれたのだろう。

　屋敷が城下町にあるため、ルーラントの移動時間が短縮された分、彼とのレッスン時間も増えた。こちらも順調に上達している。

（お父さん、お母さん、私はみんなに優しくしてもらえて、幸せよね）

　休憩時間、屋敷の庭に出たコルネリアは澄んだ空を見上げて両親に話しかける。ここで花を愛でるのも日課になりつつあった。

　伯爵には世話をしてもいいと言われたが、コルネリアが手をつけられそうな場所はない。庭師の完璧な仕事に水を差すような真似はしたくないし、する必要もないので、綺麗な花を眺めるだけにしている。

「コルネリア。ここにいたのね。よかったら一緒にお茶をしない？」

「あっ、エリザベス様。はい、喜んで」

　わざわざコルネリアを捜しに出てきたらしい伯爵夫人に、彼女は慌てて頭を下げた。

「そんなにかしこまらなくていいのよ。テラスに用意させているから行きましょう」

　伯爵夫妻はことあるごとに本当の家族のように振る舞ってほしいと言うが、そういうわけにもいかない。

　本当に彼らの養子になるならばともかく、これは期間限定の〝ふり〟なのだ。

　彼らの優しさは十分に理解している。だからこそ、どこかで距離を置いておかなければ、後がつらくなるだろう。

　コルネリアはエリザベスに続いてテラスへ入り、テーブルへついた。

「レッスンはどう？　順調だと聞いているけれど、無理していない？」

「はい。とてもわかりやすく教えていただいています」

　丁寧に説明してもらえると頭によく入る。自分で勉強していたときは、ただ文字を追うだけだったので、上辺だけをなぞって理解できていないことが多かったようだ。

　ルーラントとのダンスも、ドレスを着ての練習は大変だが、パーティまでにはなんとかなりそうだった。

「それは良かったわ。それにしても、ルーラント様がご自分で指導をすると言い出したときは驚いたのよ。貴女のことをご実家に住まわせることも、主人と反対したのだけれど……」

　やはりコルネリアに危害が及ぶかもしれないことは、誰にでもわかることなのかもしれない。

　そういう世界に疎い彼女は、彼らの心配など想像もできないことだったから、安易に「花屋を捨てられない」と思ってしまったけれど。

「申し訳ありません……私、何も知らなくて……」

「知らないのは悪いことではないわ。わからないから勉強しているのだし」

　使用人が淹れてくれた紅茶を啜り、エリザベスは微笑む。

「ふふ。ルーラント様が貴女になかなか振り向いてもらえないと言っていた理由がわかる気がするわ」

「そんな……！　わ、私は、ただ――」

「ええ、いいのよ。貴女の考えはわかっているつもりです」

　ルーラントが自分とのことをバルシュミーデ伯爵夫妻に相談していたことが恥ずかしくて、思わず声が大きくなる。それをくすくすと笑いながら遮って、エリザベスはカップをソーサーに戻した。

「けれど……私が知りたいのは、貴女の本当の気持ちなの」

「え？」

「身分差、しかもルーラント様は国の王子……躊躇する気持ちがあるのは当然でしょう。でも、彼が真剣だということは貴女も感じているのではなくて？」

「それは……」

「ルーラント様から庶民の娘を養子にする気はないかと言われたときは驚いたわ。しかも、その理由が自分の妻にしたいからよ」

　そのときのことを思い出しているのか、エリザベスはころころと楽しそうに笑う。

「今までルーラント様が個人的な頼み事をするなんてなかったの。王子という立場や権力をかざすこともなければ、不公平な取引を持ちかけられることもない。誤解しないでほしいのだけれど、私たちは貴女を養子にすることが損だとは思っていないわ。ただ、ルーラント様はそれほどに貴女を求めているということよ」

　こんなことを頼めるのはバルシュミーデ伯爵しかいない。個人的な願いなので、伯爵夫妻の利に繋がるような直接の対価はないが、今後何か困ったときにできる限り尽力する。

　ルーラントはそう言ったそうだ。

「私は賛成よ。貴女さえ了承すれば、すぐにでもバルシュミーデ家の娘として歓迎する準備はできています」

「ですが……たとえ爵位をいただいたとしても、本来庶民であったという事実は変えられません。そのことで、バルシュミーデ伯爵家やルーラント様、そして王家の方々にご迷惑をかけるわけにはいきません」

　コルネリアがそう言うと、エリザベスは深く頷いた。

「そうね。ルーラント様の妻となれば、妬まれることもあるでしょう。でも、それがどうしたというの？　貴女は爵位だけをもらって終わりとは思っていないわ。そうでなければ、こんな熱心に貴族令嬢になるための勉強はできないでしょう。貴女の一生懸命なところをわかってくれる人たちはきっといる」

　エリザベスの言葉がじんと胸に響く。

「コルネリア……私たちは貴女の味方よ。貴女の本当の気持ちを教えてちょうだい」

「私……私は……」

　優しく促され、コルネリアは零れ落ちた涙を拭う。

「ルーラント様に……惹かれています」

　涙と共に溢れてしまった気持ちが口をついて出た。

　両親の家に戻ってきた日、嬉しいと思っていた。けれど、彼らのいない花屋を見て改めて独りになってしまったと感じて、寂しかったのも本当。店をやっていけるのかという不安もあった。

　どうしても帰りたいと親戚の家を出たのだから、帰る場所もない。これからは一人で何もかもやっていかなければならないのだと思っていたとき……ルーラントがコルネリアを見つけてくれた。

　それから、彼が自分に惚れたと言って花屋に通い始めて、新しい毎日に救われていた。何かとコルネリアを気にかけてくれるルーラントに、心惹かれていくのは当然だ。

　そして、彼はコルネリアと新しい家族を作りたいと言ってくれた。それがどんなに嬉しかったか……

　両親が大切にしていた庭の花が結んでくれた縁――一人ぼっちに戻りたくなくて、曖昧な態度でいた自分。

　ずるいとわかっていた。

　身分差が障害になるとも理解している。

　けれど、コルネリアを深く愛してくれる存在をまた失うのは怖かった。

「でも、ダメです……今だって、私のせいでルーラント様は責任を感じておられます。私ではルーラント様をお支えできません。それどころか、重荷になってしまいます」

　ルーラントを助けるつもりで引き受けた婚約者のふり。だが、結局彼に迷惑をかけてしまっている。

　コルネリアには彼と過ごす時間を延ばそうとやましい気持ちがあった。「助ける」だなんて大義名分だったのだ。

　浅はかな自分のせいで、ルーラントを振り回している。

　なんて身勝手なのだろう。

　こんな自分に、王子の妻になる資格はない。

「それに、約束したのです。ルーラント様の婚約者を演じる代わりに、パーティの後……私の願いを聞いていただけると。そのときは、正式に求婚をお断りするつもりです。ルーラント様をお慕いしているから……私は身を引かなければならないのです」

「本当に、それでいいの？」

　コルネリアの話を静かに聞いていたエリザベスが念を押すように問う。コルネリアはしばらく答えずにいたが、やがて小さく「はい」と返した。

　すると、エリザベスは寂しそうに笑う。

「貴女の覚悟はわかったわ。できれば、違う形で……ルーラント様の隣に立つという覚悟を聞きたかったけれど」

　彼女はそう言って、そばにいた使用人を手招きする。彼が持ってきたのは二枚の書類だ。

「これは、養子縁組に必要な書類……のフェイクよ」

「偽物、ということですか？」

「ええ。パーティに貴女を参加させるために偽装するの。精巧に作ってあるけれど、王家の紋章が微妙に違うのよ。こちらが本物」

　確かによく見ると、国鳥の羽の部分のシルエットがわずかに違うようだ。

「偽物を使ってしまって、大丈夫なのですか？」

「心配しないで。ハインツが受理することになっているから」

　それを聞き、コルネリアは頷く。

「それじゃあ、こちらにサインしてくれる？」

「はい」

　使用人に差し出されたペンを持ち、コルネリアは自分の名前を書き込んだ。

「寂しいけれど……でも、パーティまでの間は私たちの娘として接してもいいわよね？」

「はい。ありがとうございます」

　優しく微笑むエリザベスに、コルネリアも笑みを返す。

　泣きそうになったのを誤魔化すように何度か瞬きして、菓子に手を伸ばした。





＊　＊　＊






　毎日の授業時間が増えたことで、コルネリアの貴族令嬢としての振る舞いは見違えるほど上達していった。

　そして、パーティ当日。

　普段よりも豪華なドレスを身に纏い、コルネリアは緊張の面持ちでルーラントを待っていた。

　姿見に映るのは、まるで別人のような自分。

　亜麻色の髪はひとつにまとめられ、頭にはダイヤモンドのティアラを載せられた。普段はしない化粧も施していて、目元の印象がまったく違う。

　ドレスは桃色のプリンセスライン。仕立てる際に他の色も試したが、ルーラントがコルネリアには桃色が一番似合うと言い、これに決まった。

　肩を露出させたデザインで、デコルテにはティアラと揃いのネックレス。スカートはオーガンジーでふんわりとしたシルエットになっている。

（大丈夫かしら……？）

　会場ではルーラントやバルシュミーデ伯爵と行動することになっているので心配はないのだが、それでも初めてのパーティだ。しかも、本来ならばコルネリアは一生参加するはずのない場である。

　彼女の胸中は不安でいっぱいだった。

　少しでも緊張を紛らわそうと、今まで習ったことを反芻する。

　立食形式なので、テーブルマナーはそれほど心配ないだろう。ただ、食べ方やタイミングなどには注意しなければ……

　彼らの会話には自然に相槌を打つ程度で誤魔化せるはず。名門と謳われる貴族の名は覚えたし、彼らがどんな役職についているかも勉強した。もしわからなければ、王子やバルシュミーデ伯爵がフォローをしてくれる。

　一番心配なのは、ダンスだ。このドレスを着ての練習はできなかったので、練習通りに動けるか……

　コルネリアはその場でステップを踏み始めた。ルーラントにエスコートされているつもりで手を上げ、足を動かす。

　なんとか大丈夫そうだと思ったとき、部屋の扉がノックされた。

　準備ができたことを侍女から報告を受け、ルーラントが迎えにきたのだろう。

「はい」

「失礼いたしますわ」

　ところが、そこにいたのはコルネリアが思っていた人ではなかった。

　金髪のカールした髪に派手な装飾を施したドレス。どこかの貴族令嬢だろうか。

「貴女がコルネリア？」

　一瞬、彼女が部屋を間違えたのかと思ったけれど、コルネリアのことを知っていて訪れたようだ。

「え……あ、はい……あの、失礼ですが、貴女は……？」

「私はベシュレール王国第一王女、名をレイラと申します」

「レイラ王女!?」

　コルネリアは驚いて目を見開く。王女に対して挨拶もしていないと頭ではわかっているものの、身体が固まって動けない。

　レイラ王女が自分を訪ねてくる理由はたった一つしか思い浮かばない。ルーラントと結婚したい彼女にとって、コルネリアは邪魔な存在なのだから。

　コルネリアは彼女の背後で閉まった扉に目を向けた。外には警備兵がいたはずだ。しかし、レイラ王女を通したということは助けに入ってくれる可能性は低い。

「そんなに身構えないで。外の方には私がお願いしました。貴女に謝罪をしたいと説明したら、快く通してくださいましたわ」

「しゃ、ざい……？」

「ええ。先日、ヴェルナーという男が貴女を訪ねたでしょう？　悪気はなかったみたいなの。私や国のためを思っての行動だったけれど、失礼なことをしたわ。許してちょうだいね」

　レイラはそう言いつつ、窓へ近づく。

「私はベシュレール王国でたった一人の王女だから、みんな過保護なのよ。私の気持ちを無視することも多いわ。今回のこともそう……」

　寂しそうに振り返るレイラは、俯いて続ける。

「だから私、逃げたいと思っているの。それで、貴女に協力してもらえないかと思って……」

「レイラ、王女？」

「ヴェルナーに馬車を用意させたの。貴女は私がここに来たことを黙っていてくれるだけでいいわ。虫のいいことを言っているのはわかっています。でも、貴女にとっても悪い話ではないでしょう？　ここで姿をくらませれば、すべて丸く収まるもの」

　レイラはそう言って静かに窓を開けた。そして、コルネリアを手招きする。

「ドレスが引っかからないように、手伝ってくださる？」

「で、でも……本当に……？」

　レイラは自分の気持ちを無視されたと言った。それは、国のために結婚したくないということなのだろう。もしかしたら、彼女にも想い人がいるのかもしれない。

　だが、だからといって逃げるなんて……それこそ大騒ぎになってしまう。いくらコルネリアが黙っていても、警備兵が彼女を目撃しているし、すぐにバレてしまう気がした。

「ええ。時間稼ぎだけでもかまわないのよ。早く、お願い」

「待ってください。他にも何か方法があります。ルーラント様も政略結婚は気が進まないと考えていらっしゃいます。まずは皆さんに相談してから――」

　レイラが窓から身を乗り出そうとするので、コルネリアは慌てて彼女に駆け寄り、その手を取った――はずだったのだが、逆に伸ばした手を掴まれ、上半身を窓の外に押し出された。

「え？　きゃっ」

　そのまま強い力で引っ張られたと思うと、あっという間にコルネリアの身体は外へ出てしまう。

「なっ、レイラ王女――んんっ」

　あまりに突然のことに呆然としているうちに、猿轡を噛まされた。さらに身体が浮き上がり、咄嗟にしがみついたのは、誰かの身体だ。体格からして男性だろう。

「あとはよろしくね、ヴェルナー」

「かしこまりました」

　レイラの一言で自分が騙されたことに気づく。顔は見えないが、コルネリアを抱えているのはヴェルナーらしい。

「本当にごめんなさい、コルネリア。ヴェルナーったら、遠回しな言い方しかできなくて……貴女にわかっていただけなかったのも無理はないわ。だからサッサと始末しておけばいいと言ったのに。~貴女~が姿をくらませれば、すべて丸く収まるのよ。貴女が邪魔なの。消えてちょうだい」

「んんー！」

　ひらひらと手を振るレイラが閉まった窓の向こうで小さくなっていく。

　ヴェルナーはコルネリアをどこへ連れていくつもりなのか。城の敷地は把握していない上に、暗い中ではまったく見当がつかない。

　やがて馬車らしき大きな乗り物が見えてきて、その中に押し込められる。

　ヴェルナーが扉を閉めてすぐ動き出した馬車――コルネリアは慌てて窓に手をついた。

「手荒な真似をして申し訳ありません」

　そう言いながら、猿轡を外されて、コルネリアはヴェルナーを振り返った。

　冷たい表情の彼はふぅっとため息をついて席につく。

「誤解しないでくださいね。私はこのような乱暴なやり方は好みません。貴女の庭を荒らす……などという幼稚な真似も」

「――っ！」

「ですが、レイラ様のご指示であれば仕方ありません」

　庭を荒らしたのも、コルネリアを城から追い出す計画もレイラの指示らしい。

「わ、私をどうするつもりですか？」

「どうしましょうか？　ルーラント様が確実に貴女を諦める方法を考えています。たとえば、貴女が死んだら……彼もどうすることもできませんよね」

　不穏な言葉に、コルネリアの背に冷や汗が伝う。

　ヴェルナーは手荒な真似は好まないと言ったが、レイラのためならば何でもやりそうだ。彼女の指示に従っているのがその証拠。

「私は忠告いたしました。聞き入れていただけなかったのは残念です。ルーラント様に守ってもらえると、高を括っていたのでしょうか？　それとも、庶民の貴女に私たちがかまうわけがないと考えていましたか？」

　コルネリアの考えを見透かすようなヴェルナーに、言葉が出てこない。

「両親のいない貴女をどうにかするのは簡単です。両親の亡き後、傷心で後を追ったというのはいかがですか？」

　カタカタと馬車が揺れる。

　コルネリアの身体もそれに合わせるように震え、指先が冷たくなった。ヴェルナーは怯える彼女の様子を見て目を細める。

「まぁ、それは表向きということにして……貴女にはベシュレール王国に来ていただきます。年頃の娘というのは、いろいろと使い勝手が良いのです。ルーラント様の計らいで良い生活をしたのでしょう？　以前の痩せ細った身体もマシになったようだ」

　その冷酷な笑みに、コルネリアは喉を鳴らした。

　彼女の価値を見定めているようなまとわりつくような視線と伸ばされる手に、後ずさる。しかし、馬車の中では相手と距離を取ることもできず、ヴェルナーの手がコルネリアの頬に触れた。

　ビクッと彼女が肩を跳ねさせると、ヴェルナーが目を細める。

　するりと頬から首筋を伝って彼の指が胸元へ下りた。

　ぞわっとした嫌悪感が身体中を駆け巡る。

　ルーラントに触れられたときは身体が熱くなったのに、今は血の気が引いていくばかりだ。

「男に触れられるのは慣れていないようですね。ルーラント様とは何も？」

「や……」

　胸の膨らみを掴まれ、涙が滲む。

「どうせならば、一度くらい抱かれておけば良かったのに……ルーラント様も手ぬるい方ですね。子供でも作ってしまえば早いものを」

「ルーラント、様は……そんな、方では、ありません……」

　拒まなかったのはコルネリアなのに、無理やり触れてしまったと謝ってしまうくらい優しい人。

　コルネリアを振り向かせようと、毎日花を贈ってくれる誠実な人。

　甘い言葉を囁いてコルネリアを困らせるけれど、けして無理強いはしない人。

　恐怖に震えつつもコルネリアが言い返すと、ヴェルナーは意外そうな表情で首を傾げた。

「貴女も考えが甘いですね。そんなことだから、想いを伝えられないまま他の男にこんなことをされてしまうのですよ」

「……っ」

　ヴェルナーは胸の膨らみを揉みしだき、怜悧な笑みを浮かべた。

「まぁ……ルーラント様を思い浮かべながら頑張ってくださいね」

　そう言うと、彼は手を離し、椅子に座り直す。恐怖で震えるコルネリアを面白そうに眺める姿は残酷な悪魔のようだった。

（ルーラント様……）

　もしコルネリアが正直な気持ちを打ち明けていたら、状況は変わっていただろうか。

　彼女が悩んでいる間に事態はどんどん悪い方向へ転がっていった。

　パーティが終わるまで……と、自分に猶予を与えていたせいだ。

　思いはきちんと口にしなければいけなかったのに……

　断ることができないのなら、いっそ「好きだ」と告げて彼の胸に飛び込めばよかった。

　こんな状況になってから気がつくなんて、自分はなんて馬鹿なのだろう。

（もう、会えないの……？）

　ベシュレール王国へ連れ去られた後の扱いを想像し、コルネリアが恐怖に震える息を吐き出した。

　そのとき、ふいにヴェルナーが眉間に皺を寄せ、嫌そうに馬車の窓にかかったカーテンに目を向けた。

「……やはり、レイラ様のお考えに従うとろくなことになりません。コルネリア、貴女はここで大人しくしていてください」

「や、やめ――！」

　ヴェルナーは素早くコルネリアに猿轡を噛ませ、手足を縛った。そして、椅子だと思っていたクッションを持ち上げると、空洞になっていたそこへ彼女の身体を押し込む。

「んんっ」

　狭い中に無理やり入れられて、肌が擦れて痛い。

　すぐに真っ暗になってしまったのは、ヴェルナーが椅子を元に戻したせいだ。

　その直後、外が騒がしくなって馬車が急に止まる。

　扉の開閉音が聞こえ、ヴェルナーが外へ出たらしいことがわかった。耳を澄ませると誰かが喋っているようだが、会話の内容までは聞こえない。

（ルーラント様……）

　王子であってほしい。

　コルネリアが部屋からいなくなっていることは、すぐに気づいてくれるはずだ。それで、追いかけてきてくれていれば、もしかしたら……

　助けが来たことを祈りつつ、外の様子を窺う。

　すると、再び扉の開閉音が聞こえた。扉が開いて外の音が少し大きくなる。声は複数人分……

「コルネリア！」

　その中で一際大きく聞こえたのは、コルネリアが求めていた人の声。

「っ、んん！　ん！」

　コルネリアはなんとか物音を立てようと身体を捩った。

　同時に、彼女の閉じ込められている椅子が叩かれるような音がした。ルーラントが椅子の仕掛けを探しているのかもしれない。

　ガタガタと乱暴に叩かれているのは、焦っているからだろうか。

　しばらくそうしていたが、やがて馬車の灯りが差し込んできて、コルネリアはホッと息をつく。

　眩しさに目を細めた先には、息を切らして額に汗を滲ませたルーラントがいた。

「コルネリア」

　彼女の姿を見てホッとした表情になったのも束の間、悲しみや怒りが混じった硬い表情で彼女の身体を起こし、猿轡や手足を縛る紐をほどいていく。

「ルーラント様……来てくださって、ありがとうございます」

「お礼なんて言わないで！　僕はまた貴女を守れなかった……」

　ぎゅっと抱きしめられて、泣きそうな声を漏らす王子。

　コルネリアは彼の身体を抱きしめ返す。

「悪いのはルーラント様ではありません。ごめんなさい。私の注意が足りないせいで、また迷惑をかけて……」

「違う。迷惑をかけているのは僕のほうだ。僕のわがままで、こんな……こんなことなら、最初から貴女を攫うべきだった」

　ルーラントらしからぬ言葉に、コルネリアは思わず笑いを漏らした。こんな状況なのにおかしいと自分でも思うけれど……

「そんなこと、ルーラント様のようなお優しい方にできるわけないです」

「できるよ。僕は――」

「お願いします。もうご自分を責めないでください。私がいつまでも曖昧な態度を取っていたからいけないんです。ルーラント様は、私の答えを待っていてくれただけ……」

　コルネリアは彼から少し身体を離して、王子の茶色の瞳を覗き込んだ。

「今日は……約束のパーティの日です。まだ役目は果たせていませんが、私の願いを聞いていただけませんか？」

「コル、ネリア……？」

　ルーラントの瞳が揺れる。

　約束を反故にするわけにもいかないが、コルネリアの願いを聞きたくない。そんな葛藤が見える気がした。

　王子は一度目を瞑り、じっと何かに耐えるようにした後、瞼を持ち上げる。

「……わかった。貴女の願いを……教えて」

　コルネリアはゆっくりと頷くと、ルーラントの手を取った。

「婚約者のふりをやめたいのです」

「コルネリア……」

「私を、本物の婚約者にしてほしいのです。ルーラント様のことが……好きだから」

　その瞬間、ルーラントの目が大きく開かれる。

　予想していなかった返事に、かなり驚いた様子だ。

「本当に……？」

「はい」

　コルネリアが頷くと、ルーラントはハッと息を漏らし、力が抜けたようにコルネリアの肩に額を載せた。

　いつも余裕たっぷりのルーラントが珍しく肩を震わせる。

「ごめんなさい。本当は今日で終わりにするつもりでした。でも、いざルーラント様に会えなくなると思ったら、正直な気持ちを打ち明ければよかったと後悔して……ずっと答えを濁してきたくせに、勝手なことばかり言っているのはわかっています」

　真剣な告白を曖昧に受け流し、こんなにも迷惑をかけた自分を今さら婚約者にしてほしいなどと、呆れられても仕方がない。

「私の願いを叶えてくれると約束してくださいましたが、私は引き受けた役目をまだ果たしていません。だから、ルーラント様には断る権利があります。どんな答えでも、私はもう後悔しません」

　そう言うと、ルーラントは顔を上げ、コルネリアの頬を指の甲で撫でる。

「僕の答えは最初から決まっている。貴女の願いを叶えよう」

　するりとルーラントの指先が顎へ伝い、顔を上げさせられた。そのまま端正な顔が近づいてくるのを、コルネリアは目を閉じて受け止める。

　ふわりと柔らかな感触は、軽く触れて離れていった。

　ゆっくり瞼を持ち上げれば、王子と目が合う。その瞳に揺れる情熱的な色に、鼓動が高鳴る。

「あ、あの……あの……」

　キスをした後は、何を喋ればいいのだろう。

　恥ずかしくて混乱しつつも考えを巡らせると、パーティに戻らなくてはいけないということを思い出す。

「あ……ヴェルナーさんは……」

「彼は外にいるよ。特に抵抗もしなかった。僕の部下が拘束している。おいで」

　ルーラントに手を引かれ、馬車を降りる。

　外には二人の警備兵らしき男性とヴェルナーがいて、彼は二人を見るとため息をついた。

「やはり……こういう二人の仲を引き裂くトラブルというのは、総じて彼らの絆を強めることにしかなりませんね。まったく、レイラ様の短絡的思考には本当に困っております」

「ヴェルナー、自分が何をしたのかわかって言っているのか？」

　飄々と言ってのけるヴェルナーに、ルーラントが低い声を出す。

「ええ。この結果が見えていて、私はあえてレイラ様の指示に従いました。つまり、お二人の仲をとりもったということにもなります」

「都合のいいことを……」

「申し訳ありません。ですが、貴殿も私たちを利用しようとしたのだからお互い様では？」

　ヴェルナーは面白そうにくつくつと笑う。

　コルネリアには彼の言う意味がよくわからなかったが、ルーラントは訝しげに眉をひそめた。

「僕も……とは？」

「そのままの意味です。私もお二人の色恋沙汰を利用させていただきました。さて、それで？　私は貴殿に見逃していただく代わりに、レイラ王女を連れ帰ればよろしいですか？　それとも、ベシュレール王国の工場を止めましょうか？　レイラ王女の失態でこちらの動きは制限されますから、簡単に貴殿の要望が通りますよ」

「……彼女を連れ帰る前に、この件に関してしっかり説明責任を果たしてもらう。コルネリアの庭を荒らしたこともだ」

「かしこまりました」

　ルーラントが厳しい口調で告げると、ヴェルナーは素直にそれを承諾した。

「あの……ヴェルナーさんは、一体何を……？」

「僕も詳しくはわからないけれど……国内政治を円滑に進めたいようだね」

　話の読めないコルネリアは二人のやりとりに目を白黒させるだけ。

　結局、ヴェルナーは特に抵抗することもなく自ら連行され、二人とともに城へ戻った。




　コルネリアは乱れた髪やドレスを直してもらい、ルーラントのエスコートで遅れてパーティ会場へ入る。

　参加者たちがざわつくのも気に留めず、ルーラントは国王夫妻の席へ向かった。

「父上、母上……遅くなって申し訳ありません。コルネリアの準備に少々時間がかかりまして」

「コルネリア・バルシュミーデと申します」

　緊張しつつも、練習通りにお辞儀をする。

「顔を上げなさい、コルネリア。貴女を歓迎するよ」

「ありがとうございます」

　物腰柔らかな国王に、ホッとしたのも束の間、周囲の人々の視線が矢のように突き刺さるのを感じた。

　ルーラントは身体を硬くするコルネリアの腰を引き寄せ、くるりと会場のほうへ向き直る。

「皆、今日は報告がある。私、ウェルバーグ王国第一王子ルーラント・フォン・ウェルバーグは、彼女――コルネリアと婚約することを決めた」

　ワッとざわめきが大きくなり、コルネリアは拳を握った。

　嬉しそうにしている人もいれば、眉を顰めている人もいる。どちらかというと、前者のほうが多いように見えるのが救いだ。

「ルーラント様、失礼ですが、この方はどちらのご令嬢なのでしょうか？　お見かけしない顔ですが……」

　二人の近くにいた老齢の貴族が訝しげにコルネリアを見る。それに合わせて、他の貴族たちの注目も集まった。

　コルネリアの全身から汗が噴き出す。

「コルネリアは私たちの娘ですわ」

　すると、会場の中央から声が響き、一組の夫婦が寄り添ってルーラントたちのほうへ歩み出た。

「バルシュミーデ伯爵家の？　しかし、彼らに子供は……」

「そんなの嘘よ！　この娘はただの庶民。田舎の花屋の娘が、一体どこから紛れ込んできたのかしら？」

　再びざわつく会場内に響くレイラの声。

　彼女はバルシュミーデ伯爵夫妻の前へ出て、勝ち誇った笑みを浮かべた。

「いくらルーラント様に頼まれたからと言って、国王の前で嘘をつくのは感心しないわ」

「嘘ではありませんよ。しっかり養子縁組の手続きも済ませています」

「なんですって？　そんな情報は……偽装書類ならそれこそ罪に問われるわよ」

　バルシュミーデ伯爵が差し出した一枚の紙――エリザベスに言われてサインしたもの――を、レイラが手に取る。

　あれは偽物だったはず。

　コルネリアの顔から血の気が引いていく。

　王女ならば、正式な書類とそうでないものの区別くらいすぐにつくだろう。あれが偽物だとバレたら、ルーラントやハインツ、そしてバルシュミーデ伯爵の立場が危うい。

　だが、書類に目を通すレイラの表情は、コルネリアの予想に反して曇っていく。

　紙を持つ手が震え、顔を真っ赤にし、ルーラントを睨みつけた。

「貴方がこんなに愚かな人だとは思いませんでしたわ」

「その言葉、そっくりそのまま貴女に返すよ。レイラ王女」

「ベシュレール王国との関係を切るおつもり？　両国の発展のために、せっかく結婚を申し出てやったというのに！」

「僕は貴女との結婚でウェルバーグ王国に利があるとは思えないよ」

　ルーラントははっきりとそう言うと、コルネリアの手を取った。

「それに、国民に対してひどい仕打ちができるなど……人の上に立つ者としての器を疑うな。彼女の大切にしていた庭を荒らしたことも、貴方が彼女をベシュレール王国へ連れ去ろうとしたことも、証言は取れている。コルネリアはバルシュミーデ伯爵家の娘で、僕の婚約者。彼女に手を出したということは、それ相応の覚悟があってのことだと解釈しても？」

　レイラの企みを暴露すると、会場が再びざわついた。

「その件につきましては、誠心誠意謝罪させていただきます」

　ヴェルナーが前へ出ると、レイラは怒りで肩を震わせた。

「ヴェルナー！　私を裏切るつもり？」

「とんでもありません。私はいつだってレイラ様の――ひいてはベシュレール王国のために行動しております」

「だったら、この状況をなんとかしなさいよ！　爵位を得たところで、所詮は庶民。下賤な民が王家に嫁ぐなど、ウェルバーグ王国も堕ち――」

「レイラ様。国王陛下の御前ですよ。それ以上の侮辱は外交関係に支障を来たします。貴女のわがままでベシュレール王国を潰すおつもりですか？」

　ヴェルナーに言われると、レイラは悔しそうに顔を歪め、父――ベシュレール国王へチラリと視線を向ける。

　それから歯を食いしばって、ルーラントとコルネリアを睨みつけた。

「縁談を進めるために来てやったのに、何なのよ。こんな茶番、付き合っていられないわ」

　レイラはそう吐き捨てるように言うと、パーティ会場の出口へ向かう。ヴェルナーはルーラントに一礼して彼女を追っていった。

　二人が出ていくと、パーティ会場は静まり返る。

「ベシュレール国王。事情は今お聞きいただいた通りです。レイラ王女との縁談は白紙に。その他、政務に関することは明日の会議で話し合いましょう」

「……うむ」

　なんとか場は収まったようだ。

　コルネリアは息を吐き出す。

「僕の婚約についての正式な発表は、また改めてするよ。騒がせてすまなかった。仕切り直しにダンスでも……」

　ルーラントが指を慣らすと、オーケストラの演奏が始まる。

　軽快なワルツに合わせ、一組、また一組と踊り始め、会場の雰囲気が和らいでいく。

「さぁ、コルネリア。特訓の成果を見せよう」

「……はい」

　王子に差し出された手を取って、コルネリアは微笑んだ。
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　パーティの後。

　コルネリアは宛がわれた客室で寝支度を整えていた。

　城の侍女に湯浴みと着替えを手伝ってもらい、ベッドに突っ伏す。

　ダンスはなんとか踊り切れたが、その後ひっきりなしに挨拶にくる貴族たちの対応には参った。

　幸いだったのは、ほとんどの人々が二人の婚約を祝ってくれたことだ。

（お父さん……お母さん……私、王子様と婚約するって、言っちゃったわ）

　改めて思い返すと、大胆なことをした。

　後悔しているわけではないが、不安なのは変わらない。

　城でパーティに参加して、王子と踊ってキスをして……現実に起こったことのはずなのに、どこかふわふわした記憶。

　コルネリアは馬車でのファーストキスとルーラントの表情を思い出し、枕に顔を押し付けた。

（ルーラント様、なんだか色っぽかった……）

　優しい瞳に揺らめいていたものを思い浮かべると、胸がぎゅっと締め付けられる。

　声にならない悲鳴を上げつつ、羞恥で足をバタつかせていると、扉がノックされた。

「は、はい！」

　慌てて身体を起こして返事をする。

　扉が開いて入ってきたのは、ルーラントだった。

「よかった。まだ起きていて」

「ルーラント様！」

　彼はホッとした様子でベッドへ歩いてきてコルネリアの隣に座る。

　王子の装いも就寝用のラフなものだ。シャワーも済ませたのか、髪の毛も少し濡れたまま。今まで見たことのない、どこか無防備な姿にドキリとする。

「どう、されたのですか？」

「うん……その……コルネリアときちんと話したくて。何から、話したらいいかな……」

　おずおずと問うと、ルーラントもぎこちなく答える。

　彼は一度深く呼吸をしてから口を開いた。

「その……まず一つ目。ご両親の庭のことだけれど……あの後、庭師に頼んで助かりそうな花を城の庭の一画に移したんだ。明日、一緒に見に行こう」

「……っ！　ありがとうございます」

　ずっと気にかかっていた庭のこと。ルーラントが花を救う手配をしてくれていたことに驚きと感謝の気持ちがいっぺんに湧き上がる。

　あのまま放置されていたら、すべてがダメになっているだろうと心配していたから安心した。

「お礼なんて言ってもらえる権利は僕にないよ」

「いいえ。嬉しいです。ルーラント様が両親の庭を気にかけてくださって」

「あの庭は、僕にとっても癒やしの場所だったから。貴女と出会った大切な場所でもある」

　喜ぶコルネリアを見て、ルーラントの表情に少し安堵の色が戻る。

「それから、レイラ王女のこと……貴女へ危害を加えようとしたことにも、後日しっかり謝罪させる。ヴェルナーが彼女を説得するだろう。彼には、武器工場の廃止にも協力してもらうつもりだ。友好条約も、ウェルバーグ王国に有利な条件で改定できると思う」

「平和が保たれるのですね……私も少しはお役に立てたということでしょうか」

　コルネリアが笑うと、ルーラントは泣きそうな表情になって彼女を抱き寄せた。

「こんなふうに役に立ってほしいなんて、思っていなかった！　本当に、ごめん。貴女には怖い思いをたくさんさせてしまった……」

「ルーラント様。元々、私の役目はレイラ王女との縁談を白紙にすることと、国の安全を確保するためでした。だから――」

「違うんだ」

　彼が責任を感じることではないと言おうとしたのを遮られる。

「最初から、貴女を諦めるつもりなんてなかった。なかなか頷いてくれない貴女との距離を縮めたくて、レイラ王女との縁談の話を利用しようとしたんだ。浅はかな考えだった」

　ヴェルナーがトラブルは二人の仲を深めると言っていたのが思い出される。

「バルシュミーデ伯爵の屋敷に貴女を引き込めれば、強引にでも養子縁組をさせるつもりだったんだ。もっとも、それは貴女の気持ちを確認してからだとエリザベスに叱られたけれど」

　コルネリアの気持ちを確認すること。養子縁組の手続きをすること。

　その二つの事実を聞いて、コルネリアの中で何かが弾けた。

「もしかして……パーティでの書類が本物だったのは……」

　あのときの書類がなぜ本物なのか気になっていたが、元々本物だったのではないか。

「そうだよ。貴女が僕のことを慕っていると言ってくれたあの日、エリザベスには本物の書類を貴女に渡してもらった。国鳥の羽の模様、どちらが正しいかなんて貴女は知らないはずだ。故意に教えていなかったのだから。違う？」

　そう言われて、コルネリアはあっと声を上げた。

　確かにルーラントも家庭教師も、書類上の国鳥の模様がどんなものなのか言及したことはなかった。王子の正装の刺繍を見たことはあるが、紙の上での模様と完全に合致するわけではないし、正直そんな細かなところまで覚えていない。

　コルネリアはエリザベスに王子からの求婚を断ると言った。だから、書類は彼女が差し出たほうが偽物なのだと思い込んでいたのだ。

　しかも、ルーラントがコルネリアとエリザベスのやりとりを知っているということは……

「ルーラント様、もしかしてあのとき……」

「うん……貴女たちの話をこっそり聞いていた。ごめんね。エリザベスに協力してもらっていたんだ。騙したことも、ごめん」

「騙されたなんて思っていません。それに、私が嫌だと言ったら、ハインツさんにどうにかさせるつもりだったのではありませんか？」

　ルーラントは優しい人だ。

　約束を違えることもしない。

　もしコルネリアが求婚を断ったら、養子縁組をなかったことにすることだってできるだろう。

「……それでも騙したことには変わりないよ」

「そうですね。でも、結果的に私はルーラント様と一緒にいることを選びましたから」

　コルネリアはルーラントの背をぽんぽんと優しく叩く。

　王子は彼女の気持ちに気づいていた。それでも頑なに首を縦に振らないコルネリアの後押しをするために、強引な手段を使った……

　ルーラントにそんな選択をさせてしまったのは、彼女がいつまでも煮え切らない態度を取っていたせいだ。

「貴女は本当に優しいね。そうやって僕のことを思いやってくれる」

　ルーラントはそう言って少し身体を離すと、コルネリアの頬に手を添えた。

「この笑顔に惹かれた……コルネリア。貴女が好きだ」

「私も……ルーラント様のことが好き――っ」

　言い終わるか終わらないかのところで、唇が塞がれた。

　その温かさに、コルネリアは目を閉じる。

　ちゅっ、ちゅっと優しく唇を食まれて、気持ちいい。

　唇を合わせるだけなのに、胸がいっぱいになって泣きそうになる。こんなに幸福感で満たされるのは初めてだ。

　コルネリアはこの温もりを求めていたのだと思い知らされる。

　今までなぜ拒もうとしていたのか不思議なくらい馴染む体温が心地よい。

　やがて、ルーラントの熱い舌が唇をなぞり、口内へ入ってきた。

「は……っ、ン」

　くちゅりと淫らな音が立つ。

　上顎を舐められ、歯列を撫でられて、ぞくぞくと寒気にも似た痺れが背を伝った。舌を擦り合わせる行為――初めてのキスに戸惑いはあるものの、ルーラントの温もりに安心して、コルネリアは自然と彼に身を委ねていた。

　ゆっくりと熱い口内を探りつつ、ルーラントが彼女の手を絡めとる。そのままゆっくり体重をかけられて、コルネリアの身体がベッドに沈んだ。

「ん……」

　唇が離れ、瞼を開けると、王子と目が合う。

　彼の瞳には、確かに情欲の炎が揺れていた。ふるり、とコルネリアの身体が震える。

「コルネリア……もうひとつ、僕のわがままを聞いて？」

「ルーラント、様……？」

「貴女を抱きたい」

　ストレートに想いをぶつけられ、コルネリアの鼓動が速くなる。

　どう答えたらいいのかわからずにいると、ルーラントの手に力が籠もった。指を絡めて手を握られる――離さないと言われているかのようだ。

「いい？」

「あの……私、初めて、で……どうしたら……」

　色っぽい吐息とともに聞かれ、そう答えるのが精一杯だった。

　王子を想う気持ちは、もう隠さなくていい。コルネリアも彼を求めていることを知ってほしい。

　うまく言葉にできない分を伝えたくて、コルネリアはルーラントの手を握り返した。

　彼は優しく微笑んで彼女の額にキスを落とす。

「貴女は僕を感じてくれるだけでいい」

　額に押し付けられた唇が目元や頬、鼻、唇……と降りてくる。そのまま顎から首筋へ移ったと思ったら、温かくてざらついた感触が肌をなぞった。

「あっ」

　同時にドレスの上から胸の膨らみに触れられて、身体がビクッと反応する。

　形を確かめるように撫でつつ胸元にキスをたくさん落とされた。

「柔らかい」

　はぁっと色っぽい吐息とともに、ルーラントが呟く。

　それが恥ずかしくてコルネリアは身を捩った。

「ん……あ、や……」

　そうしてできたベッドと背の隙間にルーラントの手が滑り込み、紐を緩める。コルネリアの肌を味わいながら、王子は器用に彼女のドレスを脱がせていった。

　まろびでた乳房を揉みしだき、恍惚の表情でコルネリアを見下ろす。

「ずっと、想像していた……貴女が僕に触れられてどんな表情をするのか」

「や、恥ずかしいです」

「ダメ。隠さないで」

　両手で顔を覆うものの、すぐにルーラントにその手を掴まれる。

　片手で両手首をシーツに縫い付けられ、もう片手で膨らみを弄ばれ、じっと表情を観察された。

　羞恥で涙目になりつつ、コルネリアは王子の色っぽい表情から目を逸らす。

「可愛い」

　上ずった声で呟くと、ルーラントがコルネリアの耳にかぶりつく。

　耳たぶを食んだかと思えば、縁を舌でなぞる。ぴちゃりと淫らな音が脳に直接響いてぞくぞくした。

「ふ、ン……あぁ……」

「ここも、硬くして……」

「ああっ」

　胸の頂を摘ままれて、背が仰け反る。

　膨らみを揉まれるのとは違う刺激に、コルネリアは戸惑った。なぜか触れられていない腹の奥が熱くなるような感覚に襲われる。

　コルネリアが無意識に腰を揺らすと、ルーラントはくすっと笑った。

「もっとよくしてあげる」

　そう囁いた後、王子の唇が胸元へ移動する。

　ちゅっ、ちゅっと柔らかな弾力を啄み、赤く色づく蕾へ近づいていった。コルネリアがその行き先を感じてふるりと震えたのと同時に、先端が温かい口内に吸い込まれる。

「あ……あ、あぁんっ」

　ちゅぷりと軽く吸い上げてから、ざらついた舌が硬い頂を嬲る。

　甘く歯を立てられたり、舐められたり……指で触れるのとは違う刺激だ。与えられるのは異なる快感なのに、そのすべてが下腹部へ集まっていく。

「んん……は、あ……」

　両方の膨らみを同じように愛撫され、コルネリアは震える息を吐き出した。

　男性に――好きな人に触れられると、こんなにも身体が火照るのだと初めて知る。

「気持ちいい？　コルネリア」

「は、恥ずかしい、です」

　そこで頷いたら、はしたないような気がして、コルネリアは首を横に振った。

　そんな彼女の気持ちもわかっているらしいルーラントは、目を細めて笑う。

「そんなふうにはぐらかされると意地悪したくなるな……気持ちいいかどうか、貴女の身体に聞いてみようか？」

　そう言うと、王子は腰まで下がっていたドレスを引っ張った。

　コルネリアがあっと手を伸ばすよりも早く、布が彼女の足を抜けていく。

　ルーラントはそっとコルネリアの膝を押し開いた。

「あっ、や、そんなところ見たらダメ……」

「それなら、触って確かめようか？」

「ひゃ――」

　ルーラントの指先が迷わず彼女の秘所に伸びる。

　割れ目をなぞる指……ぬるりと滑ったそれを感じ、コルネリアの身体がカッと熱くなった。

「気持ちいいみたい……僕に触れられて感じてくれたんだ。嬉しい」

　王子はやや興奮気味にそう言うと、蜜の溢れる泉にほんの少し指を沈めた。浅いところを掻き回す動きに合わせてくちゅくちゅと音が響く。

「ほら、聞こえる？　気持ちいいとここが濡れるんだ」

「やぁ……お、音、立てたら……んっ」

　ちゅく、ぷちゅ、と淫らな水音に煽られ、奥からさらに蜜が溢れるのがわかる。

「いっぱい溢れてきたけれど……初めてだから、もっと……」

「え？　あっ、ン……は、や、嘘、ダメ――ッ、あ、ああぁっ」

　ぬぷりと圧迫感が強くなり、違和感に顔を顰めたのも束の間、王子が足の付け根に唇をつけたので、コルネリアは悲鳴を上げた。

　見られるだけでも羞恥でどうにかなりそうだったのに、舐められているなんて……

　ざらついた舌が秘所をなぞる。

　中に埋め込まれた指はくにくにと何かを探るように動き、舌が溢れる蜜を舐めとっていく。

「あ、んぅ、あっ、あ――」

　腰をくねらせて刺激に耐えていたが、ルーラントの指の腹があるところを掠めると、コルネリアの意思とは関係なく背が仰け反った。

「ここ？」

「あっ、や、ダメ、そこは……へん、な、ああっ」

　足に力が入って、汗が噴き出す。

　無意識に身体が上へ逃げるコルネリアの太腿を片手で抱え込み、ルーラントは秘芽に吸いついた。

　より強い快感が身体を駆け巡り、コルネリアは嬌声を上げる。

「あっ、は……っ、あぁん、あ、あぁ……」

　中に埋まった指への違和感は薄れ、だんだんと大胆に抜き差しされる。

　秘芽を撫でるざらついた感触が気持ちいい。強く吸いつかれると、目の前で火花が散るような気がした。

「コルネリア……イける？」

「んっ、あ、わ、わからな……はっ、ああ……」

　なんとなくルーラントの言うことを理解しつつも、コルネリアは身悶えるばかりだ。このじれったさをどうにかして解放したいのに……

「こっちも、触ってあげるから……我慢しないで」

「あぁん、あッ」

　ルーラントの片手が伸びて、胸の先端を摘まむ。

　硬く尖って主張するそこをぐりぐりと強めに刺激されると、下腹部がさらに熱くなった。

　敏感な場所を三つも同時に攻められて、おかしくなりそうだ。

「あっ、あ、ダメ、も……っ、あぁあ――っ」

　一際大きな嬌声とともに、身体が跳ねた。

　時が止まったような気がしたのは一瞬で、すぐに感覚が戻る。火照った身体、鼓動の速さ、自分の呼吸。優しく太腿を撫でるルーラントの手の動きも……

　初めての絶頂に呆然としていると、秘所に熱いものが擦りつけられる。

「あっ」

　ハッとして視線を下げると、ルーラントはいつのまにか一糸纏わぬ姿になっていた。蜜を纏わせた反り返った雄の先端が、蜜壺に宛がわれる。

「ル、ルーラント様……」

「ゆっくりするから……力を抜いて」

「あ……あ、待って、んっ」

　先端はすんなりと受け入れたものの、だんだんと圧迫感が強くなってコルネリアの身体に力が入った。

　指よりもはるかに大きな質量……鈍い痛みに涙が滲む。

「コルネリア……もう少し、だから」

「あんっ」

　ルーラントが胸の先端と秘芽に触れ、快感を引き出そうとする。

　それでも痛いけれど、彼が眉根を寄せているのを見ると、苦しいのはコルネリアだけではないのだと感じられた。

「やっと……貴女を手に入れた……コルネリア、好きだ……」

「ルーラント様……んっ」

　じっくりと時間をかけて隙間なく繋がると、ルーラントはコルネリアの身体を抱きしめる。彼女はそれに応えるように彼の大きな背に手を回した。

　そのまま唇を重ね、お互いの体温を確かめ合う。

　ゆっくりと舌を絡め合い、吐息を感じると安心した。

　ルーラントとこんなふうに抱き合う日がくるとは想像もしていなかったのに、今はこうして肌を重ねることが自然なことだと思える。

　彼への想いを堰き止めようと必死に築いた壁を取り払ったからなのだろうか。彼を求める気持ちが溢れる。

　今までの距離を埋めるかのように、コルネリアがキスに夢中になっていると、ルーラントが緩やかに腰を揺らし始めた。

「ん……ふ、ン」

　彼女への気遣いが伝わってくる。

　コルネリアは王子に強く抱きついた。

「コルネリア……大丈夫？」

　痛みを我慢していると思われたのか、心配そうに問うルーラント。コルネリアは頷いて頬を緩めた。

「大丈夫です……ルーラント様のことを、もっと感じたいだけ……」

　やっと素直になれたこと。好きな人に触れられて、ひとつになれたこと。

　身体も心も重ねて、これ以上幸せなことはないと思えた。

「あんまり可愛いことを言うと、意地悪したくなると言ったでしょう？」

　困り顔でそう言いつつも、ルーラントは緩やかな律動を続ける。

「ん……ルーラント様は、優しいから……そんなことしません」

「参ったな……」

　コルネリアは正直な気持ちを言ったのだが、ルーラントははぁっとため息を吐いた。

「ルーラント様……？」

「何でもない。お望み通り優しくするよ。特に今日は……貴女の願いを聞くと約束したからね」

　ルーラントはそう言うと、手の甲でコルネリアの頬を撫でる。

　それから両手で膨らみを包み込んだ。

「あっ」

　先端を指先で弾きつつ、ゆったりと乳房を揉む。

　先ほど教え込まれた快感を引き出すような愛撫に、コルネリアは甘い声を上げた。

　同時に彼女の中が蠢いて、ルーラントの昂りを締め付ける。

　まるで、抜き差しされる熱塊を逃がさないといわんばかりの動きだ。

「は……っ、気持ちいい……ごめ、少しだけ……」

「あぁっ、あ……」

　ルーラントが微かに呻き、ほんの少し律動が速くなった。

　くちゅくちゅと淫らな音が大きくなって、隘路を押し広げられる感覚に慣れ始め、コルネリアの身体が快感を拾い始める。

　彼女の声色が変わったことで、それを察した王子は繋がっている場所に手を伸ばした。

「あぁん、あっ、ああ」

　秘芽を擦られ、コルネリアが身体をしならせる。

　ぎゅっと締まる中の動きを堪能するかの如く、ルーラントは円を描くように腰を動かした。

　強い刺激と緩やかでじれったい刺激に次々と襲われ、コルネリアは喘ぐ。

「んっ、あ、ああ……ルーラント様……気持ち、いい……」

　やや違和感は残っているものの、王子が優しく引き出してくれる快感がそれを塗り潰してくれる。

　直接的な悦びよりもルーラントの気遣いが悦楽に繋がっている気がした。

　ルーラントに触れられている――それだけで、コルネリアはこれ以上ないほど幸せなのだ。

「可愛い。コルネリア……もうイきたい。貴女の中で……いい？」

「あぁ……ん、んっ」

　どこか甘えたような声で言われ、コルネリアの胸が疼く。

　彼女は揺さぶられながら何度も頷き、ルーラントの首に腕を回した。

「痛かったら、爪を立ててもいいよ」

「あっ、ああ――！」

　ルーラントはコルネリアの額にキスを落とすと、律動を速める。

　もっと強く悦楽を求める行為――触れ合う場所が熱くて、溶けてしまいそうだ。

　コルネリアを抱きしめる王子の吐息が耳元で聞こえる。余裕がなく、荒々しいその息遣いに引きずられるように、彼女も絶頂へと駆け上がっていく。

「っ、も……イく……」

「あっ、ああ、あぁん、は、ああ――っ」

　最奥を何度も突かれ、コルネリアの背が猫のようにしなる。

　同時にルーラントも息を詰め、腰を震わせた。

　吐き出される白濁を一滴も逃さんといわんばかりにうねるコルネリアの中で、ルーラントは昂りを緩やかに前後させる。

　すべてを吐き出すと、彼はコルネリアと額を合わせた。

「……ありがとう、コルネリア。愛している……」

「ルーラント様……私も、お慕いしております」

　二人は抱き合ったまま軽いキスを繰り返し、ようやく想いを通わせた余韻に浸る。

「ずっとこうしていたいけれど……このままでは貴女に無理をさせてしまいそうだ」

　やがて、ルーラントは名残惜しそうにコルネリアを解放する。

　彼は気だるげに身体を起こす彼女の身体を清めるのを手伝い、夜着を着せた。

　自分も身支度を整えると、コルネリアを抱き上げる。

「えっ、あの……ルーラント様？」

「僕の部屋で一緒に寝よう。今夜はもう何もしないから……いい？」

「あ……は、はい」

　コルネリアに「いい？」と聞くときのルーラントはなんだか幼くも感じられる。新しい発見に、彼女はくすぐったさと恥ずかしさを感じて頬を染めた。

　そんなコルネリアを見て、ルーラントはくすっと笑う。

　その夜、二人はずっと抱き合って眠った。今までの距離を埋めるかのように、ぴたりとくっついて、離れずに――。





＊　＊　＊






　翌朝。

　ルーラントはコルネリアを城の庭へ連れ出した。荒らされた庭から花を移した一画だ。

「ごめんね。庭師にできる限り処置をしてもらったけれど、元気を取り戻した花は少なくて……」

「ありがとうございます。こうして父と母の花を守っていただけただけで、十分です」

　ルーラントの言う通り、花壇はやや寂しい印象だが、ちらほらと花が咲いている。これからまた世話をすれば、彩りも増えるだろう。

　両親が遺した庭、ルーラントが守ってくれた花……コルネリアの宝物が詰まった花壇は、彼女にとって一層特別なものとなる。

「コルネリア。本当は、ちゃんとしたプロポーズは貴女のご両親の庭で――貴女を見つけたあの場所でしたかったけれど……」

　そう言いつつ、ルーラントが跪く。彼はポケットから小さな箱を取り出して、蓋を開けた。

　キラキラと光るダイヤモンドがコルネリアの視界で揺れる。涙が滲んだせいだ。

「僕と結婚してください」

　予想していた言葉なのに、改めて言われると胸がいっぱいになった。

　もう困り顔をする必要などない。嬉しいという素直な気持ちを伝えられる。

　頬を緩ませると、目尻から涙が零れ落ちた。

「はい」

　コルネリアが頷くと、ルーラントはくすっと笑う。そして、左手の薬指に指輪を嵌めてくれた――。








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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